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4 -1 _ケーススタディの方法

4-1-1ケーススタディの内容

前章で構築した計画モデルに従ってケーススタディを行う。ここで行うケースス タ

ディは以下の通り。

1 )道路幅員

4m幅員道路による 50mグリッドにより構成される街区の内部の3m阿員の敷地内通

路について、 3m帽貝の場合と現行の建築基準法通り4m幅員にした場合の道路と建物

の関係について、ケーススタディを行い比較する。

2 )街区の構成

現在構成されている街区の現状(零細、小型ブロック及び非整形プロックの現状)

が、 50mグリッドの街区の構成によりどのように変化するか、ケーススタディを行う。

3 )消防活動困難区域

接近不能消火栓、有効外消火栓等により形成されている現在の消防活動困難区域が、

60mのホースによる半径 50mを基準値とした場合どのように変化するか、利用不可能

な消火栓を利用可能にした場合どうなるか、また新設消火栓による新たな計画の場合

のケーススタディを行白う。

4 )車の保管場所

路上保管の解消のために、アンケート調査結果より地区内の月極駐車場利用希望台

数を算出し、 100m2以上の敷地面積を持つ宅地に自宅保有を原則として、自宅でまか

なえる蚤を引き、不足分を地区内部に設置する公共月極駐車場でまかなうこととし、

地区内の公共用地である公園・公共空地で収容可能かどうか、検討を行う。

5 )パーキングメータ ー付駐車場

地区内における違法駐車車両の全廃のため、路上駐車実態調査で求めた駐車台数を

基に、地区外周の広い道路にパーキングメーター付駐車場を設置することを原則とし

て、地区外周道路でまかなえる量を引き、不足分を地区内部に設置する公共駐車場で

まかなうこととし、地区内の公共用地である公図・公共空地で収容可能かどうか検討

を行う。

4 )、 5)については、両者の合計値で、地区内の公共用地である公園・公共さを地

で収容可能かどうかを検討する。
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4-1-2道路と街区

1 )街区の選定

対象地である、東向島 l丁目、墨田 3丁目、京島2丁目、京烏3丁目より合計17の

ブロックを選定した。選定にあたって留意した点は以下の通り。

①街区を構成する4m幅員の道路に公共性のあること。

(公道であること、通り抜け道路であること、 L字構が整備されていること等の

要因に加えて、現在の利用状況により選定)

②街区を構成する4m幅員の道路が拡帽し易いものであること。

(4mlこ拡帽するために、拡陪部分が少なくなるようなもの。(現在の幅員が3m

以上のものを目安とした〕かつまた 4mに拡幅しでも、建物は障害にはならない

もの等、拡幅が建替え時のみばかりではなく可能となるもの)

③計画の実現手段におけるそれぞれのタイプであること。

(スーパーブロック方式、袋路状道路の述結方式、袋路状道路の貫通方式、新設

方式、その他の各方式に当てはまるもの)

@街区は住居系の建物で構成され、大規模な街区ではないこと。

(街区の中には学校、公園、大規模な工場等を含み大規模となっているものがあ

り、規模が大きくなっているものは除く)

2 )作業内容

選定されたプロックについて作業を行った。 作業は、墨田区作成による道路台帳

(5=1/5∞)に、街区を椛成する 4m阿員道路を記入し、 更に内部の敷地内通路を検討

するために内部に 4m何貝及び~3m幅員を記入し、それぞれ4m幅員、 3m何貝の場合につ

いて道路と建物の関係について検討を行った。並びに街区の構成状況として規模と非

整形皮について検討した。

①道路と建物

幅員4mの外周道路及び、幅員4m並びに3mの敷地内通路、及びすみ切りについて

建物にふれるかどうかを検討した。建物に、道路及び敷地内通路がふれ問題とな

る場合、なおかっすみ切りにもふれて問題となる場合を「問題」とし、建物がす

み切りのみにふれ問題となるものは「すみ切りJとした。逆に建物が道路、敷地

内通路及びすみ切りにもふれず、建物自体が問題とならないものは「イキjとし

た。次に建物にあっては 2階がオーパーハング(前方に出ているものがあり、こ

のような状況で道路、敷地内通路及びすみ切りは建物の2階は出ていても l階さ
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えふれなければ、道路、敷地内通路及びすみ切りの築造は可能である。こういっ

た状況のものを i1 F 0 KJ とした。 最後に建物はオーバーハングの状況で、道

路、敷地内通路については l階にふれずすみ切りのみにふれるものを、 「すみ切

り・ 1F 0 KJ とした。整理すると以下のようになる。(表4-1-1) 

表4-1・1道路と街区ケーススタデイの条件

~ 内 t廿F 

イ キ -建物は道路あるいは敷地内通路と、すみきりに

ふれない。

問 題 -建物は道路あるいは敷地内通路のみに、または

道路あるいは敷地内通路とすみ切りにふれる。

すみ切り -建物はすみ切りのみにふれる。

lFOK . 1階は道路あるいは敷地内通路とすみ切りにふ

れない。従って道路あるいは敷地内通路とすみ

きりの築造は可能。(2階はオーパーハング)

すみ切り・ lFOK l階がすみ切りのみにふれる。

( 2階はオーノTーハング)

②街区の構成

現状のブロックの規模と非整形皮が、 50mグリッドの街区のWJ成によってどのよ

うな規模と非整形度になるかをみる。特に規模が小さく問題の多い零細、小型ブ

ロック (C、Bタイプ)及び非整形度の大きいC'、B' タイプの組み合わせの

プロックが、どのような規模と非整形度を持つプロックに変化するかをみる。
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4-1-3消防活動困難区域

消防活動困難区域については、第 3 章 3-2 で標準値とした標準ポンプ車の両~l1J の

ポケットに装備されている、 60mのホース(20mのホースが3本連結されているもの)

を使うことを前提とした半径 50mの値を使い、 消防活動困難区域が 20%以下になる

ことを目標としてケーススタデイを行う。

消防水利が有効に働くものを使った 100mの場合と 40mの場合については、第2Ì:~ 

で算出しているので・¥ここではそれに加えて、 1)半径50mで現在布設されている消

防水利の中で、有効なものを対象とした場合と、 2)1)に加えて接近不能消火栓と有効

外消火栓が有効に利用可能となった場合と、 3)現在の配管経路を生かし、それに新た

に消防活動困難区域が解消されるような形で、消火栓を新設した場合どうなるかを検

討する。以下に整理するとここでは、

1)半径 50mで利用可能な消火栓を利用した場合の面積割合。

2) 1)に加えて半径50mで既設の利用不可能な消火栓を可能とした場合の面積割合。

3) 1)、2)に加えて半径50mで既設の配管に、消防活動困難区域が解消されるように

計画した場合の面積割合。

以上についてケーススタディを行う。(図4・1-1) 

作業は向島消防署による資料(昭和62年提供)叫を基に、縮尺5000分の lの地図上

に半径 50mの円を描き、オートディジタイザーにより面積を算出した。

1) I現状有効消防水利A個 A佃による半径 50m

+ 

2) I現状不能消防水利B個 (A+B)個による半径 50m

3)ド十国消防水利C個 トユ→ |(A+B+C)個による半径 50m

図4・1・1消防活動困難区域ケーススタデイのフロー図

-Bf有2章2-3-3多照

" tt2章2-3.参考文献14)15) 16)参照
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4-1-4駐車場

駐車場については保管場所としての駐車場と、時間決めであるパーキングメーター

付駐車場に分けて考える。保管場所にあっては、自宅で収容することを原則とし、世・

帯数よりアンケート結果による推定保有台数を算出し、その中で月極駐車場希望台数

を算出する。それより月極駐車場収容台数及び自宅収容可能台数を引き、不足台数を

算出する。路上駐車が対象となるパーキングメーター付駐車場は、外周の広崎員道路

でまかなうことを原則とし、実態調査より平均駐車台数を鉾出し、それより地区外周

の広幅員道路でパーキングメーター付駐車場でまかなえる量を引き、不足台数を鉱山

する。それぞれ保管場所とパーキングメーター付駐車場の不足分の合計を地区内処理

需要駐車台数とする。

その需要駐車台数に対して、地区内部における公共用地としての公園・公共空地で、

どれだけまかなえるかの供給台数の検討を行う。

以下に検討作業のフローを示す。(図4-1-2) 

く保管場所〉

l 世帯数 l *1.2.3はアンケート結果(表4)による

|ぺ保有率 1I 
←→締入予定例|

|推定保有台数|

lH月極利用制| く路上駐車場〉

l月極希望台数I ，平均駐車台数|

仁 |肺収容台数| イ|外周可能台数|←イ

|自宅可能台数I --- I 

| 不足台数 ， ， 不足台数 | 
l ご|鍋灰肉肌廻 |←一一一一」

者ð~古生議苔E主

|公園・公共空地|

図4・1-2.駐車場所検討のフロー図
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1 )保管場所の検討

①推定保有台数

推定保有台数は現在の保有台数に今後の増加台数を加えたものとし、対象地区内

の世帯数にアンケート調査の結果・3 による保有率を乗じた台数、及び車非保有者に

対する購入予定率を釆じた台数を加えて算出。

EEx (保有率+非保有率)x I x 
購入予定率

(4-1-4) 

②月極希望台数

月極希望台数は①で求めた推定保有台数に、アンケート調査の結果 H による月極

駐車場利用率を釆じて算出。

|月極希望台数1=1推定保有台数Ix I月極駐車場の利用率|

①月極駐車場収容台数

月極駐車場の収容台数は、近年の土地事情により現在の月極駐車場が減少こそあ

れ、増加することは考えられない。ここでは現在の地区の月極駐車場の収容台数吋

とした。

|月極駐車場収容台数 1=1現在の月極腕潟収容台数|
(4-1-3) 

@自宅収容可能台数

自宅収容可能台数は、近年の研究において最小敷地として取り上げられる 100m2

以上の敷地数をti:出し、その敷地数を基にアンケート結果刊による保有率より車の

非保有世帯を算出し、それら非保有世帯?を全て自宅収容可能世帯として、台数を算

出した。(敷地面積 100m2における駐車場付住宅モデルプラン図4ぺ-3) 

"第2章2ふ6参照

H 費~2章2・5-6星雲照

.，第2章2-5-3参照

叫第2章2ふ6参!照
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1∞m2以上の敷地数(ここでは大規模的な法人を除いたため、株数とみなした)
は、東向島 1丁目、墨田3丁目、京烏3丁目のデータ判より敷地規模が正規分布す

るものとみなし、 100m2以上の敷地数の割合を算出しそれぞれ丁目の敷地数に、各

丁目の面積に対する対象地の面積割合により対象地区の 100m2以上の敷地数の割合

を算出した。

次に敷地数に l敷地当たりの世帯数、車の非保有率を乗じ非保有世帯とし、それ

らが全て車を保有可能とし車保有世帯の世帯当たり保有台数を釆じ、自宅収容可能

台数とした。

(4-1-4) 

× 

⑤不足台数

公共保管場所となる不足台数は、月極駐車場利用希望台数より月極駐車場の収容

台数、及び自宅内での収容可能台数を引き算出する。

(4-1-5) 

叫巻末参考資科5拳照
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@敷地面積 100m2の駐車場付住宅モデJレプラン

(a)法的条件

敷地面積 100m2における駐車場付住宅として、標準タイプとして以下の条件と

する。

用途地域

建ぺい率

容積率

防火指定

準工業地域

60% 

200% 

準防火地域

日影規制 5-3時間区減

その他 第3種高度地区

敷地条件として前面道路幅員4mと設定する。

(b)計四条件

日影規制が建築物の高さ 10mよりかかり、また高さが 10mを越えると中高層建

築物としての申請もあり、そういった難しさを避けモデルとしては 3階建てで高

さ10m以下とする。

3階建ての場合、準防火地域なので木造も可能となり、鉄筋コンクリート造、

鉄骨造に比べ、安価な建物が可能となる。建物用途はここでは専用住宅とする。

(c)建築計画

住宅の計画としては、日照条件等を考慮し主たる生活空11¥]は2、 3階に計画し、

l階部分はふだんあまり使わない応接室あるいは日照の必要のない、倉庫、浴室

等を計画する。モデルプランでは2階に公共部分として居間、台所を計画し、プ

ライペー トな個室は3階に計画した。尚、屋上にも出られるように計画している。

このような条件下で3階建てを建て l階に居室を計I面すると、採光のための外

部のスペースが必要となる。敷地規模の制約で、中庭は難しいため隣の住居と共

に2椋で中庭を構成するような形とすれば、それぞれ空間的ゆとりが生じ緑のス

ペースにもなる。また玄関ポーチ部分を外部空間とし、前面道路仰lからさえぎら

ずに中庭に接続させれば、常時この中庭を中心とした迎風も J~J待でき、居住性は

高まる。また駐車場付の3世代住宅も考えられ、駐車場付のゆとりある都市型住

宅が可能となる。(図4-1-3) 
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「

r-

断面図 S=1/200

2 F 

平面図 S=1/200

3 F R F 

日目日E 日引
配置図 S=1/400

図4-1-3.敷地面積100m2の駐車場付住宅モデルプラン
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2)パーキングメーター付駐車場の検討

路上駐車の対応策として、実態調査による地区の路上駐車の平均台数を算出し、そ

の値から地区の外周道路である広傾員道路に、パーキングメーター付駐車場を設置し

た場合の収容台数を引き、不足台数を算出し地区内に計画する公共駐車場に収容する。

巨亙 =1平均駐車台数卜|外周道路収容可能台数|

平均駐車台数は、実態調査による昼間(9時-17時)の駐車叫を対象とし、その中

で「荷物の上げ下ろし」以外の駐車を対象とし、各時間の駐車台数の平均値を採用し

た。 r荷物の上げ下ろし」以外の駐車の算定にあたっては、各時間の駐車台数よりま
ず2時間以上の駐車台数を引き、残りの駐車台数(実態調査による 1時間のみのもの)

の半数を対象とし(残りの 1時間駐車では「荷物の上げ下ろし」とそれ以外が考えら

れるが、 「荷物の上げ下ろしJを半数とした。)、各時間の対象台数とした。

外周道路によるパーキングメ ーター付駐車場の収容台数の算出では、警視庁駐車対

策課による「パーキングメーター設置基準」により、設置可能なものとした。現実的

には対象地では地区の道路事情により、新たにガードレールを設置することができず、

現在のガードレール付道路のみが対象となった。

3 )需要台数の集計

保管場所の検討による不足台数と、パーキングメーター付駐車場の検討による不足

台数の合計を需要台数とした。

叫巻末番長考資科9多照

+1パーキングメーター付

駐車場の不足台数

(4 -1ー 7) 
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4)供給台数の検討

地区内の供給可能駐車台数として、公共用地である公園・公共空地"でどれだけま

かなうことができるか、供給台数の検討をおこなう。

供給台数の算出では、墨田区作成(昭和62年)による道路台帳 (5=1/500)を基に

計測した面積を、駐車車両 l台当たり25m2として算出。

5 )集計

3)、4)の結果による不足台数分の合計を、公共駐車場としての需要台数として、

公共地である公園 ・公共空地によりどれだけまかなうことができるか、供給台数と検

討を行う。その結果を lha当たりの地区内部の駐車場として検討を行う。

1m dtl=巨函一極亙
(4-1-8) 

"第2章2・5-4参照
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4 -2.ケーススタディの結果

ここでは 4-1で検討したケーススタデイの方法により、作業をした結果をまとめ

る。結果は「道路と建物Jとして、 50mグリ γ ドの街区の構成の際にその街区内を迎

る敷地内通路を現行法規通り4m幅員とした場合と、 3m何員にした場合の比較を行う。

次に街区の構成として、 50mグリッドの「街区の構成Jをした場合、現在のプロッ

クの規模と非整形度はどのように変わるかについてみる。更に「消防水利から見た消

防活動困難区域」について、半径 50mを基に既設の利用可能消火栓の場合と、既設の

利用不可能消火栓を利用可能とした場合、及び既存の道路及び50mグリッドの街区の

構成の際外周の 4m拡幅道路となる、路線の既設の配水管に半径 50mでの消防活動困

難区域が解消されるように、消火栓を新たに計画した場合について見る。

最後に「駐車問題Jとして、路上保管及び路上駐車の解消を目的として車の保管場
所として月極駐車場の検討、及び時間決め駐車場の検討を行い、 Iha 単位での公共駐

車場の計画について検討する。

最後に全ての検討結果により、安全で快適な歩行者中心の街づくりについて道路問

題、消防活動問題及び駐車問題からまとめを行う。

整理するとここでは、以下のようなまとめを行う。

1)道路と建物 (4mと3m幅員)

2)街区の構成(規模と非整形度)

3)消防水利から見た消防活動困難区域

4)駐車場(保管場所としての月極駐車場、時間決め駐車場)

5)まとめ

4・2.ケーススタデイの結果 249 

4-2-1 道路と建物

東向島 1丁目、墨田3丁目、京島2丁目、京島3丁目より 17のプロックを取り出し

た集計結果は以下の通りであった。(図4-2-1，2，3，4，5) 

1) 50mグリッドの街区内部の敷地内通路について4m幅員と3m何員の場合

(1) 4m幅員の場合の「問題J戸数は77戸で、 3m幅員になることによ り完全に問題は

なくなった。 IイキJの戸数は34戸で、 44.1%である。 2階はオーバーハングし

ているが、 l階はふれず通路の築造が可能となる。 I1FOKJを加えると 41戸

で、 53.2%である。(表4-2-1) 

(2) I問題J戸数は4m幅員の場合の77戸より 3m幅員の場合24戸で31.1%となり、約

70%の減少となった。(表4-2-1) 

(3) 4m幅員の場合、道路築造の際支障となるものはすみ切りのものも含めると、「問

題J、 「すみ切りJ、 「すみ切り・ 1F 0 KJを加えて82戸であり(接道戸数の

47.9%)、すみ切りに関するものを除いた「問題J戸数は 77戸である。(按道戸

数の 45.0%) これが3m幅員になった場合、それぞれ41戸(接道戸数の 24.4%)、

24戸(接道戸数の 14.3%)である。従ってすみ切りの問題を除くと、 4m何員の

場合55.0%拡幅が可能で、 3m阿員の場合85.7%拡幅が可能となる。(表4-2・2，3) 

(4) 50mグリッドの街区単位ですみ切りに関するものを除いた「問題」 戸数を見ると、

4m幅員の場合l街区当たり77戸ー 13= 5.9戸

3m幅員の場合 l街区当たり24戸 ";-13=1.8戸

となった。(表4-2-3) 

(5) 4m幅員ですみ切りが支障となるものは(Iすみ切り」と「すみ切り・ 1F 0 KJ)、

3m幅員になってもすみ切りが支障であった。(表4-2-1) 

(6) 4m阿員から3m幅員になることにより、 l戸当たりの平均増加敷地面積は、 2.6

m2であった。(道路接道部延長÷戸数XO.5m=889.5..;-171XO.5) (表4-2・4) 

2)まとめ

4m幅員の道路を 3m問員の敷地内通路にした場合、すみ切りに文隙となるものを除

いた拡幅の可能性は戸数でみた場合、 55.0%(1街区問題戸数 5.9戸)から、 85.7% 

(l街区問題戸数1.8戸)となり、 30%高くなった。また盛田区の北部における建築

基準法第42条第2項に規定する道路の私道平均何員が、 2.78m (盛田区資料)川で

あることを考えると、後退部分も平均11.Ocmとわずかであり、道路としての実現性が

実態的に高いことが明かになった。また平均 l戸当たり 2.6m2の敷地が確保された。

'"第2:!li2-2-2.表2-2-2.多照
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表4-2-1.4mから3mにした場合の問題戸数の減少

4m道路 3m道路 戸数 割合(%)

問題 →イヰ 34 44.1 
( 77 ) →すみ切り 9 11. 7 

→ lFOK 7 9.1 
→すみ切り ・lFOK 3 3.9 
→問題 24 31.2 

すみ切り→イ キ 。 。
( 4 →すみ切り ・1F0K 。 。
→問題 4 100 

lFOK→イキ 4 100 
( 4 ) →lFOK 。 。
すみ切り・ lFOK→イ キ 。 。
( 1 →すみ切り・ lFOK l 100 

道路幅員 4m 3m 

問 題 77 24 
すみ切り 4 13 
すみ切り ・lFOK 4 
lFOK 4 7 

メE当3、 言十 86 48 

表4-2-2.幅員と問題戸数
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4-2-2街区構成

東向島 1丁目、墨田3丁目、京島2丁目、京品3丁目より 17のプロックを取り出し

た集計結果は以下の通りであった。

1 )現状のプロックの規模と非整形度が 50mグリッドの街区構成を行った場合

(1) 4mに道路を拡幅する際に問題が大きいと思われる小規模プロックである小型、

零細ブロックのB、Cタイプ(プロック面積がそれぞれ 2，000m2>A孟 1，000m2、

及び1，000m2>A)が、それぞれ29%と12%であったものがそれぞれが「たな街区の

構成により、 8%と0%(この8%のものは lヶ所で公道で図まれたものであり、その

ためにスーパーブロック化しなかったものである)となり、問題の大きい小規模ブ

ロックは解消された。(表4-2-5，6) 

(2)非整形度を見ると、 値の大きいB'、C' タイプ(それぞれ非整形度が2.5;主L'

>1.5、及びL' >2.5)がそれぞれ41%、24%から新たな街区の構成でどちらも 0%

となり、全て整形街区化 (A' で非整形度は1.5;G;L' )された。(表4-2-5，6) 

2 )ま とめ

50mグリッドの街区構成により、 4m道路に拡幅する際に問題が大きい小規模ブロ

ックが 41%あったものが8%となり、小規模プロックの問題は解消され、非整形度の

大きいプロックが 65%あったものが0%とをり、街区構成による問題は著しく減少す

ることが明かとなった。

表4-2-5.現状の非整形皮と面積 (( )内は%)

C B A 合計

C' 。( 0) 1( 6) 3( 18) 4( 24) 

B' 2( 12) O( 0) 5( 29) 7( 41) 

A' O( 0) 4( 24) 2( 12) 6( 35) 

合計 2( 12) 5( 29) 10 ( 59) 17(100) 

表4-2-6.作業結果(非整形度、面積) (()内は%)

C B A 合計

C' O( 0) O( 0) O( 0) O( 0) 

B' 。( 0) O( 0) O( 0) O( 0) 

A・ O( 0) 1( 自) 12( 92) 13(100) 
合計 O( 0) l( 8) 12( 92) 山 l附 |
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4-2-3消防水利による消防活動困難区域

半径 50mによる現在有効な消防水利によるケース、及び利用不能のものを利用可能

にした場合のケース、及び新設の場合のケースについての消防活動困難区域の町丁目

面積に対する割合をみる。(図4-2-6，7，8，9) 

ここで消防活動困難区域からみた新たな基準としては、 最低基準として 20%以下

になるように設置することを基準とし、それに加えて状況をみて付加することとする。

つまり現在20%以下であっても、消防活動困難区域が分散している場合は良いが、

まとまってある場合それ以上の設置をするものとする。

(1)最大値・最小値 ・平均値

最大値・最小値・平均値を見ると、それぞれのケースで最大値・最小値はあまり

変化はないが、平均値をみると現在利用可能なものによる場合、 24.8%で利用不能

のものを可能にした場合は 17.1%で、新設の場合は 10%以下となった。この場合

新規計画した消火栓の個数は 1丁目当たり平均 3.1個である。州尚、新設を加え

ても最大値が大きいものがあるが、これは運動場のある丁目であった。(表4・2-7) 

(2)面積と割合の分布

分布をみると、 1)、2)、3)の順で分布範囲が小さくなっている。ここで消防活動

困難区域の地区面積の割合の 20%以下という値でみると、 1)の現在利用可能なもの

による場合は11町丁目 (35.4%)が20%以下で、 2)の利用不可能なものを利用可能に

した場合は、 21町丁目 (67.7%)が20%以下に入っている。 3)の新規計画を加えた場

合では、 29町丁目 (94%)が20%以下に入った。(表4-2-8，図4-2-2) (各丁目のデー

タは巻末参考資料13参照)

(3)まとめ

消防活動困難区域の目標値を 20%とした場合、現在利用不能の消火絵を辺路の

拡何等により利用可能とすることで、丁目単位で見た場合平均して目標値以下にす

ることができた。しかし丁目の施設条件等により 20%以上になる丁目もあり、 20

%以下でも消防活動困難区域がまとまって存在する状況が見られた。そういった場

合若干の新規計画により、 平均値を 10%以下にすることが可能となり、 20%以下

の丁目を 94%以下にすることが可能となった。

以上の結果により既設の配水管を利用し、半径 50mの標準値で消防活動因雌区成

の基準として 20%以下とし、加えて状況を見て新規計画を行うという方針の実現

性の高きが検証された。

'"巻末参考資科14参照
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(1)半径 50m;ji l開可自E消防7~IJによる場合
Z 
40 

表4-2-7.半径50mによる消防活動困難区域最大値 ・最小値 ・平均値

1)現在利用可能なもの

による場合

2)利用不可能なものを

利用可能にする場合

3)新設のものを加えた
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(2)半径 50m;jil開不可能を可能とした場合
Z 
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表4-2-8.半径50mによる消防活動困難区域ケーススタデイ結果

11一rl' 1 1 1 1 1 I I I 
AX 1.000m2 

(3)判圭刷新規~1割以栓を1J11えた場合
Z 
40 

20%以下の町丁目 消防水利数

1)現在利用可能なものによる場合 11(35.40%) 29.7(個/町丁目)

2)利用不可能なものを利用可能に 21(67.70%) 34.8(個/町丁目)

する場合

3)新設のものを加えた喝合 29(94.01%) 38.0(個/町丁目)

30 

10 

1 1 I I I I I 
10 20 30 40 50 60 70 

AX 1.000m2 

図4-2-6半径50mによる消防活動困難区域ケーススタディ結果
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4-2-4駐車場

ここでは東向島 1丁目、墨田3丁目、京島 3丁目より実態調査を行った地区と同じ

東向島 1丁目地区、墨田3丁目地区、京島3丁目地区を対象として、保管場所として

の駐車台数及びパーキングメーター付駐車場としての駐車台数より需要台数を集計し、

地区内部の公園・公共空地による供給台数の検討を行った。結果は以下の通り。

1 )保管場所の検討

①推定保有台数

4 -1ーlの式に以下の数値(表4-2・9)を代入

表4-2-9.推定保有台数算出デー夕日

世帯数 保有率 非保有率

東向島1丁目地区 387 0.474 0.526 

墨田3丁目地区 479 0.44 0.56 
京島3丁目地区 637 0_456 0.544 

購入予定 世帯当り

E事 保有台数

0_161 1.3 
0_129 1.2 
0.027 1.2 

東向島 1丁目地区 387 X (0. 474+0. 526 XO.161) X 1.3=281.0士 281台

墨田3丁目地区

京烏3丁目地区

②月極駐車場希望台数

479 X (0. 44 +0.56 -X 0.129) X 1.2=294.4キ294台

637 X (0. 456+0.544 XO.027) X 1.2=359.7キ300台

4-1-2の式に以下の数値(表4-2-10)を代入

表4-2-10月極駐車希望台数算出データ

月極駐車場の利用率<1，

東向島 1丁目地区 0.676 
墨田3丁目地区 I 294 I 0.508 

京島3丁目地区 360 I 0.659 

東向島 1丁目地区 281 XO.676=189.9ヰ 190台

墨田3丁目地区 294 X 0.508=149.3=子149台

京島3丁目地区 360 xO.659=237.2ヰ 237台
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③月極駐車場の収容台数

4-1-3により現状の収容台数刊とする。

東向島 1丁目地区 57台

墨田3丁目地区 115台

京島3丁目地区 78台

@自宅収容可能台数

4-1-4の式に以下の数値(表2-4-11)を代入

表2-4-11.自宅収容可能台数算出デー夕刊

対象地区の 100 1敷地当 車の非

日以上の敷地数 り世常数 保有率 得当り保有台

東向島1丁目地区 87 1. 87 0.526 
墨田3丁目地区 145 1. 34 0.56 
京島3丁目地区 日l 1. 11 0.544 

東向島 1丁目地区 87 X 1.87 x 0.526x 1.2=102.7キ103台

墨田3丁目地区 145X1.34XO.56 X1.3=141.5キ142台

京島3丁目地区 61Xl.l1XO.544XI.2= 44.2キ 44台

⑤不足台数

4-1-5の式に以下の数値(表4-2-12)を代入

表4-2-12保管場所不足台数算出データ

月極駐車場 月極駐車場 自宅収容

希望台数 収容台数 可能台数

東向島1丁目地区 190 57 103 

墨田3丁目地区 149 115 142 

京島3丁目地区 237 78 44 

東向島 1丁目地区 190ー(57+103)=30台( 9台/ha)

墨田3丁目地区 149-(115+ 142)=-108台(ー26台/ha)

京島3丁目地区 237 -( 78+ 44)= 115台(26台/ha)

1.2 
1.3 
1.2 

日第2f;!2ふ5参照 I ".第2章2ふ3多照

・0第2章2ふ5多照 I '"巻末参考資料5、第2m2ふ5参照
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@まとめ

以上の結果により保管場所としては東向島 1丁目地区では30台 (9台!ha)、京島

3丁目地区では115台 (26台!ha)不足する結果となった。逆に墨田3丁目地区で

は108台 (26台!ha)の余裕が見られる結果となった。

2 )パーキングメーター付駐車場の検討

①平均駐車台数

実態調査による昼間 (9時-17時)の各時間の駐車台数山から、 1時間駐車の

半数を51いた値の各時間の平均台数とした以下の式より算出。

1 * 
巨司=ヤ(日ヨー|1時間駐車の台数IX-; 

*印の値は四捨五入で整数化した値とした。

東向島 1丁目地区 lρ(17+20+22+24+21+ 19+20+22+ 17)=20.2=干20台

墨田3丁目地区 lρ(16+ 17 + 17+20+ 16+ 16+ 14+ 13+ 14)= 15.9キ 16台

京島3丁目地区 lf)( 7+ 9+10+ 9+12+10+ 9+ 7+11)= 9.3"'" 9台

①外周道路収容可能台数

l台当たり6m叩として既存のガードレールの延長より算出。

東向島 1丁目地区 33台

墨田3丁目地区 0台

京鳥3丁目地区 12台

③不足台数(公共駐車場)

4-1-6の式に以下の数値(表4-2-13)を代入

表4-2-13時間決め駐車場不足台数算出データ

平均駐車台数 外周辺路収容

可能台数

東向烏1丁目地区 20 33 

墨田3丁目地区 16 。
京烏3丁目地区 9 12 

."巻末参考資料10多照

'"警視庁駐車対策課「パーキングメーター設置基準J
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東向島 1丁目地区 20・33=ー13(ー4台!ha)

墨田3丁目地区 16・0=16( 4台!ha)

京島3丁目地区 9-12= -3(ー1台!ha)

④まとめ

以上の結果より地区内部に設ける公共駐車場としては、墨田3丁目地区で16台(4

台!ha) 必要となった。東向島 1丁目地区、 京島3丁目地区では現在の外周道路

にパーキングメーター付駐車場を設置することにより、収容可能となった。

3 )需要台数の集計

4 - 1一7の式に以下の数値(表4-2-14)を代入

表4・2-14需要台数の集計データ

保管場所の パーキングメーター

不足台数 付駐車場の不足台数

東向島 1丁目地区 30 。
墨田3丁目地区 。 16 

京島3丁目地区 115 。

東向島 1丁目地区 30+ 0= 30台( 9台!ha)

墨田3丁目地区 0+16= 16台( 4台!ha)

京島3丁目地区 115+ 0=115台 (26台!ha)

東向島1丁目地区、京鳥3丁目地区では、保管場所の不足台数がそのまま需要台数

となり、それぞれ 30台 (9台!ha)、 115台 (26台所a)、必要となった。墨田3丁目地

区ではパーキングメーター付駐車場の不足台数が、そのまま需要台数となり 16台 (4

台!ha)必要となった。

4 )供給台数の検討

地区内の公共用地である公園・公共空地の面積川を車 l台当たり25m2として供給

台数を算出。(小数点以下は切り捨て)

巨亘~ = ([通函+1公共空地の面積1)~ 

"・費'12章2-5-4参照
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東向島 l丁目地区 (806.5+ 0 )725台/m=32.26キ32台(9台/ha)

墨田3丁目地区 ( 0 +1947_8)725台/m=77.91キ77台(18台/ha)

京島3丁目地区 ( 0 + 569_9)725台/m=22.79キ22台(5台/ha)

東向島 1丁目地区は公園で 32台 (9台/ha)、墨田3丁目地区と京島3丁目地区は公

共空地でそれぞれ77台(18台/ha)、22台(5台所a)収容可能となった。

5 )集計結果

4-1-8の式に以下の数値(表2-4-15)を代入

表4-2・15.需要台数と供給台数の結果

東向島1丁目地区

墨田3丁目地区

京島3丁目地区

東向島 1丁目地区 32-30= 2台

墨田3丁目地区 77-16= 61台

京烏3丁目地区 22-115=-93台

以上の結果東向島 1丁目地区では、保管場所の不足分が地区内の公園スペースで解

消される。台数は 9台/haなので、公園の半地下に公共保管場所をつくる解決策が可能

となる。墨田3丁目地区では、パーキングメーター付駐車場の不足分が地区内の公共

空地で解消される。台数は4台所aなので、地上レベルで公園整備と共に新設する解決

策が可能となる。京島3丁目地区の場合は、保管場所の不足分が地区内の公共空地全

てを使っても解消できず、台数も 21台/haと多く 、立体駐車場等他の解決策が必要と

なる。

6 )まとめ

実態調査及びアンケー ト調査に基づく計画を基に需要台数、供給台数の検討を行っ

た。その結果地区により事情は異なるが、路上保管及び路上駐車の問題については、

概ね地区内処理の可能性が見られた。

表4-2-16.検討結果集計表

~ 東向島 1丁目地区
保 有
L口A 数 281台

保 月極希

管 望台数 1 9 0台

場

所 月極収

の 容台数 5 7台

検

討 自宅可

能台数 103台

不 足

L口‘ 数 -3 0台

路 平均駐

上 車台数 2 0台

駐

車 外周可

の 能台数 3 3台

検

討 不 足
A口A 数 + 1 3台

需要駐

車台数 30台(9台/ha) 

集 供 応ム，、

給 3 2台

駐 国

車

計 "Ei 区

書主 有 0台

1由

メ日益、 計 + 2台
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墨田 3丁 目地区 京島 3丁目地区

2 9 4台 360台

1 4 9台 237台

1 1 5台 7 8台

142台 4 4台

+ 1 0 8台 -1 1 5台

1 6台 9台

O台 1 2台

-1 6台 + 3台

16台(4台/ha) 115台(26台/ha) 

O台 0台

7 7台 2 2台

+ 6 1台 -9 3台
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4-2-5小結

「計画のモデル」による道路と建物、街区の構成、消防水利から見た消防活動困難

区域及び駐車場に関する検討の結果をまとめると以下のようになる。

(1)道路と建物

①4m幅員の場合に比べ3m幅員の敷地内通路の拡幅の可能性は 30%高くなった。

② 50mグリッドの街区の構成により、火災時の防災性能をおとすことなく緊急車両

の運行にも支障なく、かつまた私道幅員の現状によりセットパック部分も少なく

てすみ、通路としての実現性が高いことが実態的に明かになった。

①建替え時にもセットパックによる支障も少なくなり、現在ある狭あい道路の持つ

特性を残しながら、市街地の更新が期待できる。

(2)街区の構成

① 50mグリッドの街区の構成により、建替え時に現行法規適用の場合、後退部分の

割合が大きくなり問題の多い小規模プロックはなくなり、建替えの際平均 l戸当

たり敷地面積に 2.6m2の余裕ができた。

②非整形プロックは整形街区化された。

(3)消防水利から見た消防活動困難区域

① 50mグリ ッドの街区の構成により、現状の消火栓に若干の増数を加えることによ

り、半径50mにより大部分の区域がまかなえることがわかった。

②ポンプ車の両サイドのポケッ トに装備しであるホースを使うことによりホースカ

ーを使う必要が少なくなり、消防活動の迅速性がはかられ、かかる市街地にあっ

て火災による被害が著しく減少することが期待できる。

(4)駐車場

① 1haを単位とした地区内処理において路上保管の問題は、 100m2以上の敷地にお

ける敷地内所有を原則として、公園・公共空地という公共用地の利用により、解

決の可能性が見られた。

①路上駐車の問題は、外周の広幅員道路にパーキングメーター付駐車場を設置し、

まかなうことを原則として地区内の公共用地の利用により、解決の可能性が見ら

れた。

①保管場所にあっても時間決め駐車場にあっても、地区内での解決の可能性が見ら

れたため、事利用者の利便性もJtlJ待できる。

@以上により緊急車両(消防ポンプ車、パトロールカー)の活動の支障は著しく少

なくなることが期待され、地区内の安全性が高くなることが期待される。
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⑤地区内部の交通は少なくなり、交通計画上も新たな展開の可能性が大きく、事故

防止も期待できる。

@今後の車の保有台数の増加にあっても、地区内部は歩行者を中心とした地区計画

の可能性が期待でき、地区のアメニティの向上が期待できる。

⑦地区を単位とした計画の可能性が見いだされ、都市計画上有効となる。
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5 -1. まとめ

本研究の目的は、低層高密度市街地でも特に問題のある地区の整備にあたって、地

区の「安全性J、 「利便性j、 「保健性J、 「快適性Jの視点から物的計画として「計
画最小単位Jを構築するものであった。それぞれの問題については、 「安全性Jの場

合、緊急車両を対象として道路問題を消防ポンプ車、救急車、パトロールカーの活動

に視点をあて、なおかつ消防活動困難区域そして一般の車による交通事故防止、設び

に交通処理の問題に視点をあて、 「利便性Jについては消防水利の利便性、車利用の

ための駐車方式、また「保健性J、 「快適性Jにあっては小公園、通風、日照の問題

並びに歩行者中心の街としての車の問題について視点をあて、それぞれの問題を総合

的に解決をするために「計画最小単位jを構築したものである。

以上を目的として、 「計画最小単位jを構成する枠組みとなる主要な問題が、現実

的にかかる市街地でどのようになっているのか、現状を把握するためにまず笑態調査

を行った。そしてその中から問題点を抽出し、整備上の課題を整理した。次に実態調

査に萎づき、総合的に解決するための「計画最小単位Jを椛築し、最後にケーススタ

ディを行い、その「計画最小単位」の可能性を導きだした。

まず地区の現状としては、第2章で以下のことを取り上げた。

(1)都内狭あい道路拡何整備事業の実績の低さと、対象道路を一括対象から限定する

方向への動向

都内区部で行われている狭あい道路拡幅整備事業の笑級は低い。これは、拡何対

象道路を建築基準法により、一括対象としていることにも原因がある。現実的に事

業後発の区では、対象道路を限定している区が現れており、また先発の区では一括

対象から重要路線を検討している区もある。ここでは実績の低さ及び事業の動向よ

り、一括対象とすることへの疑問を提示した。

(2)私道により小規模プロック及び非整形プロックが構成される現状

現行法規の接道条件を満たすために、私道により拡帽の際問題が大きい規模の小

さい零細 ・小型ブロック、及び非整形プロックが形成されている。こういったブロ

ックで、4m何員確保のためのセッ トパックは建て替えに大きな影響を及ぼし、そ

のことが市街地の更新が進まない原因となっていることを指摘した。

(3)消防水利による消防活動困錐区域の現状

消火栓設置基準による、平常時消紡活動困難区域の実情を把握、また対象地を「消

防力の基準」による「市街地Jとしての基準、 「密集地」としての基準にてらし、
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その基準を低層高密度市街地にあてはめることに対する疑問を提示した。従って例

えば向島消防署のように独自の基準を作成している区もあり、他の基準を作るべき

必要性のあることを指摘した。また消防水利からみた現在の配水管の経路は、来京

消防庁による半径 100mの場合十分であることを明かにし、また現実的に半径100m

の場合ほとんどの地域がカバーされることを明かにした。しかし向島消防岩見解の

半径 40mの値の場合の状況を見、消防活動困難区域が接近不能消火栓等の問題等に

より 42%になっており、不十分となっていることを指摘した。

(4)通常火災の現状

前面道路幅員から見た場合の焼損程度、焼損程度による建替えの状況、周辺への

被害、火元居住者の動向等より実証的な観点から焼損程度を 「部分焼j以下に抑え

ることを今後の課題として提示した。また非接道宅地の建替えの笑態から適法手段

の i2戸長屋Jとして、長屋とは言えないような長屋ができていること、また接道

隣家に 12戸長屋として増築」申請するにしても、現実的には単体として建ててい

る実態から装宅地対策の必要性を指摘した。

(5)駐車問題の現状

路上駐車の実態調査より、 2時間以上の長時間駐車が約半数あること、 4m未消

の道路では長時間駐車の割合が高くなること、また夜間は路上保管、昼間は路上駐

車に問題があることを指摘。現実的には一般車の通行には支障のないように行われ

ているが、緊急車両の活動上問題があることを指摘。実態調査に加えアンケート訓

査の結果、現実的に一般車の通行には支障のないように行われている路上駐車に、

住民は不満を持っていることを指摘した。月極駐車場は実態調査の結果、利用率

は100%であること、1f;・に空きのない状況にあることを指摘した。

(6)まとめ

最後にまとめとして、整備計画立案の必要性について述べた。

次に第3i;'rでは、以上に取り上げられた現状から、現実の法規、基準に対して新た

な考え方の必要性を指摘し、低層高密度市街地の整備のための、 「計画最小単位jを

椛築した。解決策の基本概念としては Ihaを単位としている。 その Ihaという単位は、

「計画最小単位jである 50mグリッドの街区4個より椛成されている。この Ihaのlp

位に盛り込まれた要素と対策は以下の通り。

(1)検討要素

①消防水利路線と消火栓の配置

②消防水利路線とアプローチ路線

①緊急車両の活動

④都市の不燃構造化

⑤初期消火活動のための屋外消火栓

@快適性のための小公園

①公共駐車場

(2)対策

① 50mグリッドの4m幅員道路

② 50mグリッド内は3m縮員の敷地内通路

①4m道路に接道する建物の不燃化

④ 50mグリッド内の小公園と屋外消火栓

⑤ Ihaを単位とした公共駐車場

以上により基本概念図を作成した。
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基本概念図は「計画最小単位jである 50mグリ ッドの街区 4個の椛成による 1haを

単位としているが、中央部に確保する公共駐車場、公園の位置により以下の2タイプ

に分かれる。

-Aタイプ 4m阿員道路の交差点が 1haの中心

公共駐車場、公園は4m何員道路の交差点付近に設けられる。

車の利用上便利なタイプで自動車中心のタイプである。

-Bタイプ 4m何員道路と3m幅員道路の敷地内通路の交差点が 1haの中心

公共駐車場、公園は 4m幅員道路と3m何員道路の敷地内通路の交差点、付近に

設けられる。歩行者はA タイプに比べ、車に悲~目立されることなく公図を利用

できるタイプで、歩行者中心のタイプである。

実際の適用に当たっては、地区の事情を踏まえた検討が必要となる。

また基本概念図は駐車問題を含めて 1haを単位としているが、道路、防災問題の場

合は「計画最小単位Jである 50mグリッドの街区を独立して適用できる。
(図5-1-1，2，3) 
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図5-1-1.計画基本概念図 図5-1-2.基本計画モデル図
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第4章では第3章で構築した lha単位の整備のための「計画の基本概念jのケース

スタディを行った。ここで行われたケーススタデイは以下の通り。

日

O
凶

(1)道路と建物

50mグリッドの街区内部を現行法規通り 4m幅員の道路とした場合と、 3m幅員の

敷地内通路にした場合の拡憾の可能性を検討し、 4m幅員の場合55.0%、3m幅員の

場合 85.7%で、 3m中高貝の場合の敷地内通路としての実現性が実態的に 30%高いこ

とを示した。

(2)街区の構成

50mグリ ッドの街区の構成により、拡幅の際問題の大き U叶、規模ブロック、非整

形プロックが解消されることを示した。

(3)消防水利から見た消防活動困難区域

まず消防水利からみた現在の配水管の経路が、新たな基準として設定した半径

50mの場合でも概ね十分であることを明かにした。かつまた整備の目標値として地

区事情を踏まえ、有効範囲が 80%以上つまり消防活動困難区域が 20%以下とし、

状況をみて更に付加することを基準とすることを提示した。そして現在利用不能と

なっている消火栓を刺用可能にした場合、半径 50mの有効範囲により 町丁目別に

みて、平均して消防活動困難区域は 17.1%であるが、 67.7%の町丁目が20%以下と

なることを明かにし、現在布設の消火栓に若干の増設(1丁目平均 3.1個)を加え

ることにより、半径50mの有効範囲により町丁目別にみて平均して消防活動困難区

域は9.4%であるが、 94.0%の町丁目が20%以下となることを示した。

(4)駐車場

① lhaを単位とした地区内処理において、保管場所は 100m2以上の敷地における数

地内所有を原則として、公園・公共空地である公共用地の利用による解決の可能

性を示した。

② Ihaを単位とした地区内処理において、路上駐車は外周にある広何員道路にパー

キングメーター付駐車場を設置しまかなうことを原則として、地区内の公園・公

共用地の利用による解決の可能性を示した。

」 し

寸|
5 0 m 

「

図5-1-3.計画最小単位標準モデル

以上の結果により、本論の到達点をまとめると、本語告で作成した「計画最小単位J

及び rlhaを単位とした計画の基本概念jにより、
①狭あい道路の持つ地区の特性を生かした計画が可能となる。

②拡幅のための問題が減少し、建替えが促進でき個別建替えによる市街地の更新が
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期待できる。

③消防ポンプ車の活動上、消火栓の配置上、及び初期消火活動上、火災に対する安

全性の高い市街地ができる。

@救急車は各住宅の前まで到着し活動ができ、またパトロールカーの活動により犯

防止につながり、安全性の高い市街地ができる。

⑤地区内の駐車場所は決められ、緊急車両の活動に支障のない街ができる。

@地区内部の車による交通は少なくなり、また駐車場は近くにあり利便性が確保さ

れ、交通処理上新たな展開が可能となり、かつまた事故防止につながる。

⑦地区内部は歩行者を中心とした地区計画の可能性が期待でき、アメニティの向上

が期待できる。

@地区を単位とした計画が可能となり、都市計画上有効となる。

である。

5-2.今後の課題 283 

5 -2.今後の課題

本論における到達点は、 「計画最小単位」及び i1 haを最小単位とした計画の基本

概念Jを構築しその可能性を見い出したという点である。そういった意味で、本論の
到達点は今後のための出発点である。本論は計画的な側面についてまとめたものであ

るが、ここで今後の課題を考えると、計画的な側面の課題と、 i運用のための法制度的

な側面の課題がある。それぞれについて、今後の方向性について述べる。

1 )計画的側面の課題

これは最小単位としての研究であるが故に、逆に全体からみた場合の計画との関述

が課題となる。例えばマスタープランとの位置付け及び基本概念の中の道路パターン

に関しては、どの道路を 50mグリッドの道路とするか等の詳細な研究が課題となる。

都市構造の不燃化では、 4m幅員の 50mグリッドの道路に援する建物の、不燃化へ

の方策への研究が課題となる。

また公園計画についてであるが、ここでは 50mグリッドの街区の内部に小公園を設

け、更に 1haの単位の中に駐車場整備と共に位置付けられているが、これもマスター

プランとの関連で広域的に見た体系化が必要である。

また現在の月極駐車場にあっては、そのまま存続することを前提としているが、そ

のための施策等に関する研究も課題となる。

公共駐車場の計画で、保管場所として最小限敷地の値としてとらえられる、 100m2 

以上の敷地への収容を前提と しているが、逆にかかる地域で車を所有した場合の、最

小限の敷地はどの程度でどのような住居になるのかの研究も興味のある課題となる。

消防活動困難区域については、現在の「消防カの基準Jによる「市街地J、 「密集

地jのとらえ方に見直しが必要とされよう。

こういった特殊改善手法を必要とする対象地についての検討が謀題となる。従って

ここではケーススタディを行った地は墨田区より選定しているが、他の地区で行って

みることも一つの課題となる。

また経済的な面での検討も今後の謀題となる。

2 )法制度的側面の課題

4m何員の 50mグリッドで構成される街区の内部を通るものを、 3m阿員の敷地内通

路としているが、これの法的制約についての検討が、今後の謀題となる。

方法としては、法律を改正するというよりは、現在ある制度の述用により、対応す
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ることが望ましいと思われる。

また現在ある制度の運用あるいは新たな制度を作る場合、現実的な運用の際はその

ための基準が必要となる。その基準の作成も今後の課題となる。

ここで可能性のある各種制度事業をみると、①特殊計画制度、②各種事業、③各種

優遇措置があるが、既存の②、③では限界があり①の特殊計画制度が良いと恩われる。

特殊計画制度としては現在以下の 5つの制度がある。

表5-2-1.特殊計画制度

(1)高度利用地区 |現況容積率が著しく低い区域で容積率、建ぺい率な

どの最高(最低)限度を都市計画によって定める。

(2 )特定街区 |空地率によって容積の割増などが認められる。街区

を一体としてとらえる方法。

(3)総合設計制度 |公園空地を設けることにより、容積率や斜線制度の

規制の緩和を受ける.

(4 )一団地設計制度 I2以上の建築物を建てる場合にも、容積率、高さ制
限等について、一敷地として適用される.

(5)衷宅地利用の |全面道路の幅員が小さい等の理由で適切な高度利用

一団地設計 1;が困難な場合、幅員の大きな敷地と共にひとつの敷
地として適用される.

以上をみると (4)の一団地設計制度の運用に可能性があると考えられる。

いずれにしろ詳細な研究が課題となる。
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I係
住
民

1[
1
"
[
で
地
区
随
<
l
也
備
に
関
す
る
協
定
が
成
立
す
れ
ば
誰
で
も

bi
ii
i
占
と
し
て
li
躍
を
厄
行
す
る
こ
と
が
111
~
在
る
こ
と
と
な
勺
て
い
る
.

(3
)扶

'1、
敷地

の~
;\

't
a
 

本
制
l!
t
は
、
生
活
ili
路
等
の
地
区
施
設
を
整
備
す
る
ほ
か
に
.
侠
小
数
地
の
共
同
化
・
協
調
化
を
l
>
!

ι唱
す
る
こ
と
に
よ
り
、
I
H唄
1置
の
向
上
と
土
地
の
有
効
活
則
の
推
進
に
寄
与
す
る
。

(4
別
畠
を
生
活
道
路
未
登
備
地
区
に
阻
定

ふ
I
W且
は
.
老
何
住
宅
司
5
'
U
P也
区
に
次
い
で
住
環
境
上
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
生
活
道
路
末
世
嗣
地

l~
の
み
を
対
訟
と
し
て
し
る
。
こ
の
た
め
、
地
区
選
定
の
揃
僚
と
し
て
住
宅
の
「
老
何
度

J
で
は
な
く

f
l&
泊
払
況
j
を
と
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

13
.
事
業
対
象
地
区
(
施
行
区
域
)

地
区
IE
11
1
境
詑
合
世
備
事
革
は
.
生
活
近
路
未
整
備
地
区
の
住
環
境
控
備
の
た
め
の
*
草
で
あ
る
の
で
.

①
主
活
迫
路
の
盤
備
の
必
要
が
認
め
ら
れ
る
程
度
の
広
が
り
の
あ
る
地
区
で
あ
る
こ
と
、
②
比
敏
的
宙
臨

し
た
住
宅
地
で
あ
る
こ
と
、
③
現
に
生
活
道
路
が
未
艶
備
で
あ
る
こ
と
の
3
.
~
が
事
重
対
象
地
区
の
要
件

と
な
う
て
い
る
。
具
体
的
な
地
区
要
件
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
.

園
地
区
住
環
境
詑
合
並
倫

l~
ま
の
地
区
要
件

①
面

積
1
同
以
上

②
住
宅
密
度
目
戸
/
回
以
上

③
l皇
道
不
良
住
宅
率
7
0
%
以
上
(1
也
区
外
周
道
路
に
1書
す
る
I
l
道
良
住
宅
は
算
入
L
な
い
)

①
且
び
@
l
t
I
E
J-
i
l
喧
整
備
モ
ア
ル
:Ii
某
と
全
〈
同
事
で
あ
り
、
従
っ
て
住
宅
密
度
の
拝
定
に
当
た
っ
て

は
‘
公
Jt
施
設
且
び
工
場
の
J
I
l
に
供
す
る
土
地
は
昨
人
し
な
"0

な
お
、
地
区
I
U
i
1
境
総
合
盟
仙

IH
革
に
お
け
る
施
行
匹
以
の
~
~
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
内
問
先

'Ii
;l

l

の
よ
う
に
外

1~
li
úï
ð
町
中
し
‘
線
を
掩
行
区
以
鼎
と
は
せ
ず
、
地
区
外

11.
j
j
ß
r
1
t
に
つ
い
て
は
極
行
区
岐
に
古

ま
な
い
こ
と
を
ぽ
111
1と
す
る
.

③
に
つ
い
て
は
地
区
住
沼
恒
総
合
量
削
ll
i;
l
l
独
自
の
m
慌
で
あ
る
o
l/ii
iu
不
良
住
宅
と
は
‘
そ
の
敵
地

が
悩
I
H
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
に
企
〈
接
し
て
い
な
い
[
1
，
宅
の
こ
と
で
あ
る
.
接
近
不
良
住
宅
阜
の
拝

定
に
当
た
っ
て
.
地
区
外
lM
;I
1
t̂
(
泊
端
組
n4
メ
ー
ト
ル
以
上
}
に
接
す
る
縫
道
民
住
宅
を
耳
入
す
る

と
そ
の
f山
が
小
さ
く
な
り
、
地
区
内
部
の
生
活
道
路
の
盤
備
状
況
が
極
め
て
劣
越
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
地
区
婆
件
を
満
た
さ
な
い
た
め
}駐
車
実
施
が
闘
舷
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
レ
て
は
算
人

Lf
".
こ
と
と
し
て
，
.
る
。

.
1皇
道
不
良
住
宅
率
の
算
定
式

接
選
不
良
住
宅
戸
数

1書
道
不
良
住
宅
事

M 唱。 精 神 湾 挙

1
 4.
住
環
境
整
備
方
針
の
策
定

|
 

住}
日
1時
世
陥
方
針
は
、
地
区
主
体
の
並
備
の
方
針
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
個
別
に
世
悩
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
地
区
雄
泣
を
う
ま
く
接
続
さ
せ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
機
能
さ
せ
る
と
い
う
役
割
を
も
っ
て
い
る
。

そ
の
岨
唖
性
の
依
に
、
住

l晴
境
整
備
方
針
の
慌
定
且
ぴ
変
量

lに
あ
た
勺
て
は
挫
設
大
臣
の

I~
誌
が
必
要
で

あ
る
。

住J
l!
l貴
E
備
方
針
白
情
暁

lt
l~

l産
直
偏
方
針
ー
ー
「
ー
住
国
境
総
合
笹
備
地
区

し
-
f
，
!
備
に
聞
す
一
一
「
一
地
区
施
段
回
世
備
に
関
す
る
越
本
方
針

る
lo
本
方
針
l
 
ド
ー
住
宅
町
敵
地
κ
凶
す
る
革
本
方
針

ト
ー
施
行
年
度

'
-
-
ー
そ
の
他
必
醤
li
iJ
U1i

I
H
~
頃
披
陥
)
j
j

tの
策
定
に
当
た
勺
て
は

、
以
下
の
点
に
問

。冒
す
る
必
裂
が
あ
る
。

①
 
11'
1.司
喰
総
合
悼
陥
地
区
の
段
定
は
、
U¥
:
i
'
る
限
り
!
lH
¥
.l
メ
ー
ト
ル
以
上
の
;
n
:
路
等
に
四
ま
れ
た
ー

H
J
l
也
と
し
、
住
宅
密
度
曹
件
'
l
'

IJli
ilí
不
良
住
宅
半
;
J
l
!
i
I
'
~
尚
た
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
昔
し
く
不
並
形

な
形
状
と
な
ら
な
い
よ
う
に
設
定
す
る
こ
と
.

②
 
u
宅
の
世
地
に
!;H
る
』
古
本
1i
針
は
、
地
区
施
設
盤
備
を
:
J
!
指
す
る
こ
と
に
よ
り
IE
定
数
地
b
・i
l'
L

<
1
島
小
に
な
っ
た
勺
不
盤
H3
に
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
為
に
定
め
る
も
の
で
あ
る
.
な
お
、
敵
地
の
舷

p(
l
J
l
.
慌
を
~
:
.
t
す
る
場
古
に
は
地
区
!
Hi
;
の
拍
E
、
比
向
化
の
純
品

l宜
等
を
十
分
に
倹
討
し
て

~i
1
i
の

よ
H
色
が
可
能
な
)
J
I
.
協
と
す
る
こ
と
.

③
 
本
制
Il
tb
:
引
に
t
話
iu
!d
専
を
砿
制
世
偏
す
る
た
め
ど
け
の
制
度
で
は
な
〈
、
広
誌
な
ま
ち
づ
く
り

の
ゐ
の
制
度
で
あ
る
こ
と
を
ば
滋

L
、
地
区
の
住
順
境
の
向
上
に
品
製
だ
と
認
め
ら
れ
る

'~
'J

Iに
つ
レ

て
も
1I1
極
的
に
当
該
万
J
t
に
盛
り
込
む
こ
と
が
盟
主
L'
・
.
こ
こ
で
定
め
ら
れ
る
*
'
1
i
と
し
て
は
以
下

の
よ
う
k
む
の
が
;
;
え
ら
れ
る
.

也
必
串
.
古
b
'
/
4
'

-
往
復
物
町
向
さ

-
剃
の
|
持
活

.m
匹
物
の
，
l
!，
(rf

.
~
閣
の

{立
世
帯

@
関
係

lr
ef

ll
~
、
地
区
I
H
~
唱
が
y
:
品
に

Pl
僻

111
来
る
よ
う
な
内
省

'Jd
且
と
す
る
ζ
と
.

⑤
 
llil
.
i
.
阜
の
よ
う
に
It
ll
l 
l.
a_
世陥
J
i!
I
の
W
>
i
1
・
j
J
:
!
l
!
に
当
た
勺
て
は
U
!
.
l
9
:
A:

t~
の

J~
!~

IJ
i.必
世
で
あ
る

の
で
、
'T
出
Iに
部
道
府
県
且
ぴ
[
l
l
と
十
分
協
温
を
行
う
こ
と
.

全
住
宅
戸
数
ー
地
区
外
周
辺
路
に
慢
す
る
後
道
良
住
宅
戸
数

」
し
一
一
一
一
一
一
」
し
一
一
一
一
一
一
_
j
L

書
考
図

住
環
境
畳
備
方
針
の
例

別
12
版
式
銅
4

伎
開
i島
監
備
方
針
鋭
明
書

幅 削 品 W W 岬 挙 ト
J 、。

県
名
10

0
県

|地
区
名

IL
'''

~地
区

1'
11蜘
行
年
度
|
附

10
62
叩
~
昭
和

11
叩

が中
架心
市地
.さ
街区
れ早
地且
期て
のい
ぴtζ
車生周む
辺倒いr
Ej
為地ll
生M区路
活のKそ
道位
置路
す、
公る
団住
宅等
地白
がが
.高3基
戦盤a
〈腫紐
提と段
革を伝
カ活免
勺味れ
動て
区
画
監
で
理め

地
区
の
慨
況
る
.
施
本

ポ
テ
ン
シ
+
ル

盤/J
i情盛
ん
で

地
め
る
品

畳
備
す
る
ι
と

い
る
.

地
区
内
1(
11
柏
Q
l包24量
1迫いmH
以坦
部路
上分
回が
で道
あ花
路が
全部
て〈
飯i，史注
わく
.替
れ大
える
部
分
が
2.
1
-

生
活
道
路
の
現
況
3.
5 
m
の
い
わ
ゆ
る

壇る
.と
一

時
lζ
碓路
迫と
し
て
い

区

掴る
組能
物を
果も
あた
るし
がて
.い
llIl
;)
b'
/E
1f
1:
 L
 

寺
泊
し
て
の
l
 

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
耳
目
現
世
地
区
内
に
は
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
.
1草
地
帯
は
全
く
鰍
"
.

現

地
区
計
画
陸
軍
凶
定
等
地
区
内
で
の
活
fl
]l
1織
L
、.

の
r
"
m
tA'
dI.

況

地
区
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
自
治
会
を
中
心
jζ
.
生
活
;
(
j
路
の
畳
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
.

体
制
の
樋
聾

全
て
の
住
宅
Lが2
置Il
iすE
出
米
る
よ
う
に
生
、
活
う
週
路
そ
盟
備
す
る
る
と
J地Uζ
ポ
ケ

l

盤
舗
の
自
慢
ツ
ト
パ
ー
ク
そ

る
ζ
剖
ζ
よ
り
附
の
あ
佳
宅
を
雌
|

す
る
.

地
盤
生
活
泊
施
'は白l
年抽
6
授
と
児
宜
公
全
閣
面
を
結
Jt
コ
ミ
品
ニ
テ
ィ
ー
道
す
路
と
し
て
位
他
置
生づ
r札S
 

地
区
備

幅間
且m
と4
mし
、
、
ア
ス
カ7
ラ7
ルー
ブト
描ロ
置ッ
クと
舗す
監る
.と
る
.
そ
の
の
週

施
区
段
E
ポ
ケ
ッ
ト

コ
ミ
ー
ニ
テ
ィ
ー
泊
路
拍
;
(
j
l
(

tl
ii

l~
2
 Om
'I
l'
1J
l白
ポケ
γ
ト
パ
ー
ク
を

の
It
ー
ク
寺
政
箇
所
I'i
置
す
る
.
全
面
カ
ラ
ー
プ
ロ
ッ
ク
舗
誌
と
す
る
.

E
 

備
旭
数

地
金主
低
3且
!l
lを
原
則
と
し
て
!
田
川
と
す
る
.

且
軍

物
本
等

方
自
高

さ
1
0
m
以
下
と
す
る
.

E
 

I
t
情 方
厳
白

I~
泊
生
り
む
と
す
る
.

B
十

そ
の
他
の
IJr
JJj
 



1
 5
・
事
業
計
画
の
策
定

|
 

住
環
境
整
備
Ji
lt
に
沿
っ
て
地
区
雄
訟
の
世
備
を
J
t
U
>
rt，
に
災
掩
す
る
た
め
の
計
由
で
あ
り
.
ど
の
'
#

を
何
処
に
穆
設
す
る
か
.
ど
の
建
物
を
共
同
也
管
す
る
か
、
造
成
の
や
り
方
を
ど
う
す
る
か
.
ス
ト
リ
ー

ト
フ
γ
ニ
チ
?
ー
を
何
処
に
de
配
す
る
か
な
ど
の
事
項
が
定
め
ら
れ
る
。

国
事
業
計
画
に
定
め
る
事
項

|
 

①
事
業
計
画
区
峨

e
 
い
地
区
b匝
設
m
地
と
な
る
土
地
並
び
こ
れ
と
一
体
と
な
勺
て
挫
'
"
物
の

1
'
(
1
血
事
と
な
っ
て
い
る
土
地
.
似
し
、
J
t
川
也
u

:~
を
[

-:
'1
;し
てい

る
場
合
に
は
.
J¥
同
11
昏
帯
の
対
訟
と
な
っ
て
い
る
U
!
?
f
!
物
の
数
地

を
合
む
.

@
:
I
I
革
期
間

10
 
'H

:~
;:

 11
処
と
す
る
.

③
地
区
施
訟
の
位
置
、
規
IA
...
(t
環
境
盤
姉
方
針
に
従
レ
正
曜
か
つ
詳
細
に
五
現
す
る
.

④
地
区
梅
肢
の
仕
織

舗
誌
の
Ji
法
、
同
lt
‘
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
の
I.i
包
帯

⑤
支
障
物
件
の
処
置
方
法
l“
ト
l刷
専
の
処
位
、
也
仔
ぇ
、
共
1.'
11
ヒ市

⑥
そ
の
他

・
住
瓜
役
妓
陥
方
針
。
二
「
そ
の
他
当
該
地
区
の
世
備
に
凶
し
て
必
唖
な

事
'J
U
を
定
め
た
H仙
台
は
.
そ
れ
と
同
事
の
内
官
。

事
量
計
画
の
例

U N 唱 N 蜘 w u 叩 時 柑 挙

0
0
地
区
住
環
境
総
合
整
備
事
業
計
画

<J
I韮
I
t
画
の
名
跡
・
1
コ
ミ
A
ニ
テ
ィ
ー
塩
路
盤
備

I~
主
計
画

*
某
施
行
期
間
・2
町
;1
【1
6
2
年
度
ー
昭
和
7
1年
度

が
主
計
画
区
埴
・3
別

I~
凶

t面
白
と
む
り

極
1且

リ
i，~

j凸
~
\
&
U
C
れ

IC
f.I
制
す
る
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

位
自
叫
別
語
担
i面
の
と
む
り

地

生
活
泊
拘

柚
凪
6
m
.
延
民
m
 

縦
t且

区
ポ
ケ
7
ト
"
ー
ク
1
 Oh
l'
 X
 2
 

施
仕

樺
.5
生
活
直
路

全
面
カ
ラ
ー
プ
ロ
ッ
ク
舗
混
と
L.
原
則
と
し
て
中
央
4
"

部
分
~
タ
レ
一
、
両
側

1
m
を
ブ
ラ
ウ
ン
と
す
る
.

凶
哉
は
別
添
図
面
白
と
お
り
.

設

ポ
ケ
ッ
ト
"
ー
ク
全
面
プ
ラ
ワ
ン
の
カ
ラ
ー
プ
ロ
ッ
ク
舗
苦
と
す
る
.

随
晶
、
ベ
ン
チ
の
位
担
1
j
:
};lj
禄
凶
面
白
と
j
;
り
.

主
陣
物
件
の
処
理
方
法
別
措
邸
面
の
と
お
り

住
宅
敵
地
の
最
低
脱
同
・6
即日
'1
と
し
て
l∞
d

血
築
物
の
高
さ
1
0
m
以
下

そ
の
他
の
拶
羽
・
7

場
町
偶
函

~I
:I
.且

融 附 嶋 崎 村 挙 N 申 凶

園
事
草
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
の
留
軍
事
項

①
 
事
盈
計
画
。
i策
定
・
宜
l
f
'
.
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
地
憎
者
の
向
E
を
必
張
と
し
て
い
る
.
こ
の

為
、
計
画
案
策
定
の
段
階
か
ら
関
係
地
権
者
の
意
見
を
十
分
反
映
さ
せ
る
よ
う
気
を
つ
け
る
こ
と
.

②
 
Ito
u
t
由
は
.
I
n¥
l
境
監
備
方
針
を
具
現
化
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
.
方
針
に
即
し
て
定
め

る
ζ
と
.

③
 
世
帥
後
の
地
区
施
設
が
11
環
境
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
計
画
す
る
こ
と
。
Jl

体
的
に
は
、
以
下
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目
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す
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.
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範
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.
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.
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す
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狭
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.
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施
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整
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施
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区
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(
注
)
2
年
以
降
に
つ
い
て
は
予
定
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都
内
各
区
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業
要
約

プ
c
E
H
巨
互

(
1
)
制
度
由
恨
艶

東
京
師
大
問
匹
狼
あ
い
畳
間
肱
幅
盟
問
帥
11;.
既
削

-
耳
!
，
;
t
~
大
田
区
狭
あ
い
週
間
拡
幅
盤
側
助
成
運
宮
寝
間

怯
如
4
2
全
開
2
墳
の
既
定
に
よ
る
直
路
町
{
立
E
白
表
示
且
び
1軍
B世
田
位
置
に
関
す
る

術
溝
型
餌

(
 2
)
司
電
車
開
始
年
月

S
5
8
.
1
2
.
2
2
 
(
H
I.
I
O
.
I
改
正
}

(
3
 )
担
当
邸
周
人
f
¥
5
6
0
-
6
3
.
6
人
(
聾
任
)
111
・7
人
{
鵡
[
王
}

-
協
m
旭
揮
邸
控
堕
Il
Dl
宜
師

-
開
高
l
U
!
部
組
拒
園
調
査
係

ー
工
事
腿
察
団
陸
揮
線
調
査
叫

(
4
 )
 
①
軍
施
方
法
時
踊
協
定
方
式
(
S
 62
以
降
は
岡
別
陸
嘗
時
方
式
k
併
ff
l)

①
対
象
週
路

'11 
陸
軍
高
凧
世
間
4
2
 l長
閉
2
l
J
1
に
既
定
す
る
週
路

E
 

f
(
J
i
¥
1
o
l
I
官
全
条
例
m
2
 ~
長
に
既
定
す
る
す
み
切
リ
m
地

~
 
縫

@
盟
問
方
法

方
!
f
I
]
¥
協
坑
且
ぴ
小
m
に
基
づ
世
間
暗
主
J
U
i
み
ろ
共
同
院
側
組
織
が
樫
叩
.

怯
区
が
剛
庇
(
*
み
ら
共
岡
県
間
開
剛
一
後
迅
ff
ll
告
す
み
明
り
m
地
に
植
す
る

土
地
に
所
有
掴
旦
は
借
地
帽
を
す

1
す
る
者
向

3/
~
以
上
で
柵

11
;.
)

@
踊
明
方
法

時
期
瞳
U
巾
納
前

方
法
事
車
協
蹴
車
蹄

(
 5
)
毘
術
仕
峨

• 
L
字
情
揖
迅
・
緑
石
段
置
・
盛
迅
用
地
町
制
輩
・
す
み
明
リ
工
事

(
 6
 )
中
心
銀
、
世
坦
枕

無
{
型
網
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
}

(
 7
 )
私
週
明
況
調
査

調
査
n
n
作
成
S
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 1/
50
0 

(
8
 )
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J
[
<
!
l
i
!
路
線
を
験
討
中
(
地
区
道
路
カ
ル
テ
)

m
J
1
1
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(
1
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制
度
目
担
悔

荒
川
区
細
街
開
結
帽
盟
備
型
網

荒
川
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掴
街
路
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盟
備
に
伴
う
助
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金
史
付
堅
胴

(
 2
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事
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S
5
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.
 
4
.
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4
.
1
改
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)

(
3
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担
当
部
局
人
f
¥
S
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.
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.2
人
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3
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-
協
組
都
市
霞
側
部
堕
聾
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直
路
担
当

-
悶
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都
市
I
I
t
I
!
!
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l
!
察
課
週
路
担
当
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事
土
木
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(
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①
実
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方
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②
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直
路

事
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2
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2
項
置
陀
・
制
f¥
4
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1
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5
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切
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I
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め
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実 施
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怯
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I
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l
'
姐
当
が
初
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}

細
街
路
軍
仰
の
阜
商
書
受
理
桂
、
胞
寮
帽
U
通
知
、
区
が
般
備

@
踊
薦
方
法

時
期
確
認
申
附
時

方
法
審
査
中
に
殴
刷
、
最
防

(
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仕
憎
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L
字
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追
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(
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司
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事
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畢
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①
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迫
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置
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東
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あ
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施
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置
指
定
置
路
4
2
f:
1
項
5
号
週
路

実 施
@
畳
間
方
法

事
前
協
1
I
I
に
基
づ
き
区
が
盤
側
、
附
前
に
基
づ
き
匡
が
盤
(
f
t
"
 

方 怯
lf
軍
主
に
討
す
る
助
成

@
訴
碍
方
法

時
期
確
毘
中
帥
昨

方
法
笹
田
市
町
者
蝿
出
革
路

(
5
)
控
網
仕
慢

-
聾
過
用
地
町
倒
畠
・
L
字
珊
睦
迫
・
踏
石
l
I
t
匠
・
す
み
切
り
工
事

(
6
 )
中
心
眠
、
桂
温
桃

胞
質
主
(¥1
1ま
枕
を
股
置
、
杭
は
匡
支
給
町
も
町

(
7
 )
且
週
現
況
m
宜

調
査
R
科
な
し

(
 6
)
備
考

主
跨
!
W
I:
K 

(
1
)
削
庄
司
眠
胞

-
東
京
都
耳
蹄
区
政
あ
い
週
路
鉱
嗣
盟
側
堕
網

(
2
 )
布
畢
開
始
年
月

8
6
2
.
1.
1
 

(
3
 )
担
当
節
局
人
民
I人

-
協
m
建
第
環
壇
郎
自
第
術
再
眼
宅
地
I
!
l
<'
l師

-
関
査
睦
襲
環
壇
師
陣
第
指
導
匝
宅
地
術
尊
師

-
工
事
陸
自
隆
理
壇
l
I
i
I
陸
自
匝
桐
碑
阻
宅
地
指
組
事
係
{
公
週
は
土
木
部
計
画
周
堅
田
)

(
4
 )
 
①
実
施
方
法

個
別
組
智
時
方
式

@
対
象
道
路

司町
陸
型
際
基
P慣
法
節
4
2
条
!
n
2
羽
描
陀
す
み
切
り

東 実 結
@
盤
聞
方
法

方 怯
堕
第
主
の
巾
簡
に
基
づ
き
区
が
瞳
刷
、
陸
自 E
主
に
対
す
る
助
成

@
鶴
噂
方
法

時
期
暗
認
申
m
前

方
法
事
畢
協
鼠
車
路

(
 5
)
 tt
闘
仕
蟻

揖
迅
周
地
の
舗
義
陣
石I
It
I1
!
.
す
み
切
リ
工
事

(
6
 )
中
心
眠
、
桂
追
枕

聾
迅
表
示
田
枕
股
置
に
関
す
る
要
項
の
睡
泊
費
示
枕
を
揖
迅
す
る
匡
雄
主
み
な
す

(
 7
)
 t
'
.
i
l
I
現
況
調
査

間
宜
買
料
Ff
.底
8
~

1/
25

0 

(
8
 )
備
考

し
字
情
的
世
過
も
検
討
中
.
現
励
金
も
検
討
中

融 附 品 時 時 州 羊 M 申 吋



m
.
日
:
1
1
3
:

(
1
)
制
度
町
担
出

-
岡
田
区
細
街
路
酷
師
堕
柵
贋
胴

(
2
 )
事
車
問
胎
年
月

5
.
 
6
 2
.
 
1
 2
.
 
1
 

【
3
)
偲
当
邸
周
人
n
3人

-
協
綿
都
市
唖
嗣
郎
岨
揮
不
棺
指
掠
室
掴
街
路
担
当

.!
J1
宜
I!
陸
部
管
理
11
11
1
地
師

-
工
事
腔
股
郎
週
間
捜

(
4
 )
 
①
実
施
方
法

間
JIII
陸
曹
時
方
式

@
対
車
温
路

'" 
趨
揮
基
司
自
法
姉
4
2
長
2
項
道
路
す
み
切
り

墨 実 III 
@
韓
間
方
法

方
事
前
協
扱
に
基
づ
き
匹
が
聾
閥
、
題
援
主
に
討
す
る
助
成

怯
揖
過
m
地
、
す
み
切
り
用
地
町
買
取
り

@
鵠
噂
古
法

時
期
躍
起
市
開
前

方
法
.1'
農
協
渇

承
臨

(
5
 )
整
備
仕
鴎

桂
i且
m
地
抑
制
輯
・
L
字
揖
捷
迅
・
緑
石
般
置
・
す
み
切
り
工
事

(
 6
 )
中
心
鋲
‘
畳
過
杭

無
担
網
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い

(
7
 )
血
道
現
配
開
宜

関
査
賢
料
作
成
8
 =
 
1/
50
0 

(
 8
)
備
考

自
尽
¥
13
: 

打
1
)
酬
の
田
園

ヨ
匝
劇
tl
U
畑
区
技
あ
い
週
間
肱
幅
鑓
冊
贋
嗣

東
京
冊
目
畑
区
鞭
あ
い
i且
即
位
幅
鰍
珊
附
属
金
究
付
賢
網

.
 ，
東
京
都
日
照
E
政
あ
い
i且
路
酷
幅
聾
備
事
里
実
施
囲
網

(
2
 )
東
軍
開
始
年
月

8
8
2
.
1
2
.
2
5
 

(
3
 )
担
当
部
局
人
J
¥
3人

-
協
111
都
市
計
両
師
都
市
計
画
国
政
あ
い
週
開
担
当

間
査

都
市
計
画
1
l
I
I
!
l
I
，
~
計
画
廊
旗
あ
い
週
路
也
当

-
工
事
土
木
師
工
事
陣

(
4
 )
 
①
其
施
方
法

個
別
組
幹
時
方
式

@
対
車
道
路

1T 
控
第
革
~
法
閉

4
2
長
Z
項
遭
路
す
み
旬
J
り

重 実 施
③
盤
聞
方
法

方
事
前
協
鼠
に
菰
づ
き
区
が
盤
側
、
控
書
官
主
に
対
す
る
助
成

怯

@
訴
再
方
法

時
期
直
認
巾
削
前

方
法
事
前
協
鵠
笠
間
協
議
革
路

(
 5
)
整
備
仕
様

-
桂
迅
m
地
町
制
鵠
L
字
澗
桂
追
録
石
殴
置
・
す
み
切
り
補
強
工
事

(
6
 )
中
心
鋲
、
桂
坦
杭

姐
蝦
主
"
は
匡
よ
り
吏
付
さ
れ
た
桂
坦
抗
を
股
置
、
区
民
が
惚
認

(
7
 )
私
迫
現
況
調
査

調
査
賢
料
作
成
8
 =
 1
/
Z
50
 

(
8
 )
備
考

I
l
~
は
巾
問
者
の
揖
迅
枕
を
暗
毘
し
現
況
図
を
空
付

ト
J 、。 。。 粉 品 川 崎 柑 挙

韮
呈
li
J，
13
: 

(
1
)
間
度
的
担
抱

-
東
京
都
豊
島
区
技
あ
い
週
開

M.
'~
担
仰
型
胴

ー
東
京
都
豊
島
区
技
あ
い
週
路
肱
側
担
仰
助
成
金
且
ぴ
翼
励
金
史
付
要
項

(
2
 )
事
車
開
始
年
月

5
6
3
.
4
.
1
 
(
H
2
.
 
4
.
2
改
正
)

(
3
 )
担
当
聞
局
人
n
5
6
3
.6
人
.1
1
1
.6
人
.1
12
.1
1
人

-
協
院
建
察
部
掴
海
銀
狭
あ
い
週
路
盤
側
係

-
調
査

腔
接
部
指
潟
際
民
あ
い
週
~
1
1
H
l
!
係

-
工
事
自
察
部
出
潟
様
挟
あ
い
週
間
工
事
侃

(
4
)
 
①
実
施
刀
法

個
別
陸
曹
目
.
)
方
式

@
対
象
盟
問

'!! 
自
聾
革
険
法
則
4
2
条
2
明
週
間
す
み
切
リ

軍
そ
の
他
区
民
の
毘
め
る
週
路
(
1
唄
5
号
直
路
}

実 施
C
l
>
~
側
方
法

方 法
事
前
協
組
に
基
づ
き
区
が
鎚
鋼
、
強
挺
主
に
対
す
る
助
成

@
踊
潟
方
桂

時
期
暗
毘
巾
剖
3
0
前

方
法
$
前
協
滋
車
蹄

(
 5
)
整
備
仕
峨

.
I
l
迅
岡
地
の
鋪
鵠
・
蝿
石
盤
位
・
L
字
情
桂
迅
ー
す
み
切
り
工
事

(
6
 )
中
心
傾
‘
佳
退
院

区
民
は
旭
摂
主
ま
た
は
権
利
者
立
色
合
い
町
も
と
、

中
心
鋲
を
霞
置

(
7
 )
且
週
現
況
調
査

問
責
賢
制
作
成
1/
25
0 

(
8
 )
備
考

境
界
圏
、
求
倒
閣
を
鈴
了
桂
、
中
訓
者
に
置
す

占i
!.
J
I
I
I3
:

(
1
)
制
度
の
但
侮

-
品
川
区
細
街
路
肱
桐
割
削
要
網

-
品
川
区
掴
街
路
弘
幅
盤
側
買
網
実
施
細
目

(
2
 )
事
畢
開
始
年
月

5
6
3
.
7
.
1
 

(
3
 )
担
当
部
局
人
貝
4
人

-
協
議
建
築
111
壇
部
建
襲
際
細
街
路
担
当

.
!J
1査
血
祭
環
壇
郡
雌
第
E思
細
街
路
担
当

-
工
事
土
木
1
l
I
I
;
J
I
時
保

(
4
 )
 
①
実
施
方
法

個
別
陸
曹
時
方
式

@
対
象
週
開

考
1

組
!
I
!
革
慨
法
卵
4
2
!1l
2
唄
温
路
す
み
切
リ

畢 'Il
 
施
@
唖
冊
方
法

方
事
前
協
m
に
革
づ
き
区
が
盤
側
.
巾
簡
に
基
づ
き
E
が
盟
附

法
起
集
主
に
対
す
る
助
属

@
商
務
方
法

時
期
障
認
則
前
前

方
法
事
前
協
隊
理k
疏

(
 5
)
艶
聞
仕
蛾

-
桂
辺
川
地
町
制
捜
・
L
字
精
笹
退
・
境
石
ブ
ロ
ッ
ク
股
置
ー
す
み
切
リ
工
事

(
6
 )
中
心
鋲
、
世
迅
枕
区
民
は
陸
祭
主
絡
に
桂
過
杭
を
支
給
し
般
置
さ
せ
る

区
民
が
確
認

(
 7
 )
私
毘
現
況
開
宜

調
査
賢
制
作
成
5
宝
1/
5
00

(
8
 )
倒
考

当
面
開
象
週
間
を
限
定

齢 明 品 町 時 柑 羊 N 由 甲



オ
多
量
丘
a
;
:

(
1
)
削
鹿
町
民
蝿

-
東
京
m
杉
~
t
i
!
:
挟
あ
い
週
開
肱
幅
暗
闘
全
倒
条

lI
!J
il
r.
JI
U
曲
匡
狭
あ
い
週
間
自
民
附
盤
{
間
条
例
条
施
行
凪
flll

(
 2
)
事
畢
開
始
年
月

S
 5
 8
.
 
I
 0
 
11
1. 
!.
1 
(
長
例
制
定
)

ト
一
一
一
ー
争

(
3
)
 ~
l
当
開
周
人
目
18
人

-
協
服
組
担
問
生
活
路
線
種
間
田
相
揖
侃

'1
1'
1宜
喧
擬
師
生
活
路
蛾
堕
附
限
割
!
被
師
判
定
係

-
工
事
陸
自
際
問
生
前
防
組
問
M
l
l
I
!
f
f
1
l集
係
盟
備
面

(
4
)
 
①
実
施
方
法

問
削
陀
符
吋
1
;
式

②
対
象
掴
路

事
I
l
!
聾
基
'
"
法
問
4
2
 J長
'l1
2
m
週
開
{
区
遭
遇
り
肱
け
)

震
地
区
計
画
町
地
瞳
(
1
:
I
I
1
l
!
揮
安
全
長
例
の
す
み
切
リ
)

実 施
@
世
間
方
法

1;
 

血
痕
主
田
中
町
に
l
I
i
づ
き
区
が
盤
側
、
雌
祭
主
に
討
す
る
助
成

怯

@
踊
唱
!i
法

時
期
確
認
1'
1
rn
前
I
5
目
前

方
法
事
前
協
限
承
認

(
5
 )
整
備
仕
鵠

-
世
直
m
地
町
飾
聾
・
L
字
蹄
桂
迅
・
緑
石
段
置
(
 L
字
鴻
が
な
い
場
合
)

-
す
み
切
り
工
事

(
6
 )
中
心
紙
、
世
坦
枕

{
脱
)

ti!
:j

~
が
中
心
餓
を
段
目
、
世
過
枕
を
宜
給
、

I.
I
!
!
I
!
主
1
'
1
が
殴
置

ti
!:
1<
が
11
1:

(
 7
 )
私
調
理
況
調
査

間
宜
R
料
作
成
日
=
1
/
5
0
0

一
一
一
一
一
一
一
ー
一
一

(
8
 )
間
考

平
成
2
年
1ft
よ
り
官
、
週
(
通
り
肱
け
}
も
行
う

本
反
布
時
a
;
:

【
1
)
嗣
庇
町
組
出

-
東
京
都
恒
揖
巨
細
街
路
鼠
幅
整
備
要
綱

-
東
京
都
駈
崎
区
細
街
路
拡
制
整
備
助
成
金
等
空
付
聖
観

(
2
 )
事
量
開
始
年
月

H
 2
.
 
4
.
 
I
 

(
3
 )
姐
当
邸
周
人
n
5
名

-
協
線
建
第
環
壇
部
監
理
操
細
街
路
盤
側
部

-
飼
査
陸
銀
環
塙
部
胞
費
時
限

-
工
耶
土
木
都
道
路
下
水
迫
田
弘
遣
整
備
係

(
4
 )
 
①
其
施
方
法

同J
11
1胞
曹
昨
方
式

@
対
象
週
開

l!I
 

4
 2
蚤
2
項
週
路

軍
す
み
切
り

実 施
@
!
I
!
備
方
法

方
匡
が
整
備

法

@
鶴
噂
宵
ui
時
期
積
毘
中
附
3
0
前

方
法
京
車
協
眠
革
路

(
5
 )
整
備
仕
陣

'
L
，
*
，
珊
聾
迅
・
繰
石
段
置
・
す
み
切
り
工
事

(
6
 )
中
心
鋲
、
桂
迅
枕

区
民
が
中
心
鋲
を
股
置

(
 7
 )
私
近
現
況
悶
査

開
宜
賢
料
作
成
S
 =
 1
/2
00
 

(
8
 )
仰
考

き 蜘 W A W 浦 挙

コ
:
z
:
主
穴
a
;
:

(
1
)
制
度
の
担
抱

-
宜
京
区
細
街
路
主
主
婦
空
欄
要
綱

「
文
京
区
掴
闇
路
盤
嬬
聾
帽
要
閣
J
;1
{
E量
細
目

(
 2
 )
事
璽
開
始
年
月

H
 2
.
 
1
0
.
 1
 

(
3
 )
但
当
部
局
人
員
4
人

-
埠
III
建
寮
環
埼
部
掴
街
路
也
幅
喧
0・
担
当

調
査
定
聾
環
J
j
t
$
掴
間
島
監
幅
聾
繍
担
当

工
事
土
木
部
土
木
寝

(
4
 )
 
①
実
施
方
法

鏑
別
建
容
時
方
式

②
対
象
道
路

事
4
 2
条
2
JJ
l
道
路
す
み
明
り

重 実 壇
@
聾
備
方
法

方
匡
が
聾
側
、
匡
の
助
底
に
よ
リ
申
請
者
が
整
備

法

@
I完
轟
有
法

事
前
協
担
方
式

事
前
協
渇
・
聾
繍
蝿
II
承
認
→
i
I
認
申
揖

(
 5
 )
聾
柵
仕
檀

L
字
溝
桂
迅
ー
す
み
切
リ
工
事
・
揖
石
設
置

(
6
 )
中
心
鋲
、
世
過
枕

l
!
l
藍
主
は
E
が
主
治
す
る
後
退
抗
を
置
置
、
t
i
!
:
ll
i>
'!
壷認

(
7
 )
私
道
現
況
調
査

調
査
賢
軒
伝
し

(
8
 )
備
考

融 W 品 川 崎 請 w
 
o
 



4
.
対
象
地
区
公
道
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
別
デ
ー
タ

圭
忌
E
I
3
3
て
r
Eヨ
公
道
に
よ
る
プ
ロ
ッ
ク
デ
ー
タ

面
積
(
.
勺

L
'
 
N
 (
標
数
)
B
n
 (
個
)
N
/
h
a
 
備
考

1
 
3
. 白
2

5.
24
 

47
 

l 却
.6

2
 
2.
訂
1

1.
師

10
 

42
.1
 

3
 
4.
21
7 

1.
1
5
 
35
 

l
 

82
.9
 

'
4
 
18
. 日
3

l
町

11
4 

3
 

田
.9

工
場

5
 
8.
5
田

1.
14
 

98
 

5
 
11
7.
9 

6
 
1.
44
1 

1.
18
 

12
 

8
3
.2
 

7
 
8.
42
1 

1.
11
 

80
 

95
.0
 

'
8
 
11
.9
田

1.
42
 

田
2
 

52
.9
 
学
校

g
 
4
.
&抱

1.
07
 
55
 

2
 
11
7.
0 

10
 
3.
21
1 

1.
01
 

加
87
.2
 

11
 
5.
3届

0.
99
 

37
 

2
 

国
g

12
 
12
.8
72
 

1
田

12
0 

2
 

93
.2
 

13
 
3.
95
7 

2
曲

56
 

2
 
14
1.
5
 

14
 
3.
51
1 

l
σ
7
 

42
 

10
1.
8
 

15
 
4.
81
0 

1.
02
 

由
2
 
11
9.
6 

公
園

16
 
2
.2
48
 

1.
18
 

初
12
4.
5 

'1
7 
8.
田
4

1.
02
 

31
 

お
.6

ポ
ン
プ
地

18
 
2.
8田

1.
68
 

主
1

96
.2
 

19
 

お
4

1.
05
 

5
 

14
9.
7 

初
1.
73
7 

l
σ
7
 

16
 

92
.1
 

児
盟
公
園

21
 
3.
邸
5

1
田

主
E

国
7

合
計
11
4.
98
30
' 

目
8戸

(
円
.8
46
0'
)

(7
70
戸
)

平
均
5.
47
岨
2
1.
39
 

85
.0
戸
/
ha

(4
.3
24
.'
) 
(1
.
39
) 

(由
.9
戸
/
ha
)

面
積
(
m
1
)
L
'
 
N
 (
様
数
)
B
n
 (
個
}
N
/
h
a
 
備
考

l
 
5
.唱。

1.
70
 

国
11
3.
5 

2
 
7.
市
l

2.
02
 

10
 

田
8

児
辺
公
園

3
 
82
6 

1.
10
 

7
 

84
.7
 

4
 
1.
01
8 

1.
4
1
 
17
 

l 酷
g

5
 
4.
19
4 

1.
19
 

畦
3
 
14
7.
8 

6
 
2.
34
5 

0.
98
 

:XJ
 

l
 
12
7 
.9
 

7
 
5.
17
2 

1.
90
 

71
 

2
 
13
7
.2
 

8
 
47
5 

1.
07
 

7
 

l
 
14
7
.3
 

9
 
1.
25
1 

0
.9
4 

12
 

95
.9
 

10
 
2.
93
9 

1.
04
 

12
 

40
.8
 

11
 

制
8

1.
04
 

11
 

1田
7

12
 
し
7岨

1.
72
 

由
11
4.
4 

13
 
5
却
7

1.
16
 

国
3
 
1田
2

14
 
5
.田
g

1.
04
 

57
 

2
 

95
.0
 

幼
稚
園

15
 
4.
44
1 

1.
54
 

剖
76
.5
 

16
 
5 咽

1.
田

9
 

16
4.
2 

17
 
4.
71
9 

l
臼

42
 

曲。
18
 
1.
5 担

1.
25
 

19
 

12
3
.4
 

19
 
1.
74
1 

1.
37
 

21
 

12
0.
6 

初
32
3 

l
阻

3
 

92
.8
 

21
 
37
.1
田

1.
34
 
33
1 

11
 

国
0

n
 
6.
22
3 

l
目

49
 

78
.7
 

23
 
82
2 

1.
22
 

7
 

l
 

85
.1
 

24
 
3.
田
7

1.
1
9
 

釘
92
.5
 

25
 
3.
85
6 

2.
15
 

45
 

4
 
11
6
.7
 

26
 
7.
47
7 

1.
1
4
 
76
 

2
 
10
4.
3 

主
1
8.
ぽ
渇

1.
32
 

77
 

4
 

国
9

田
1.
40
5 

0
.9
7 

9
 

64
.0
 

担
46
4 

l
凹

5
 

10
7.
7 

合
計
l坦
.5
7
恒
2

1.
2臼
戸

平
均
4.
 4
33
m
2
 
1.
35
 

97
.9
戸
/
ha

凶 ( ) N 蜘 W A W 浦 挙

(
注
)
(
 
)
は
s
を
除
く
航

芳ミ
(，
!;
il
苫
2
コ
ー
E
ヨ
公
道
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
デ
ー
タ

主~
.'

l重
量
3
コ
ー
E
ヨ
丑
遣
に
よ
る
プ
ロ
ッ
ク
デ
ー
タ

榊 明 品 川 崎 岬 甘 ↑

面
積
(
固
'
)
L
'
 
N
 (
僚
政
)
B
n
 (
個
)
N
/
h
a
 
備
考

1
 
9.
17
2 

1.
田

10
3 

5
 
11
2.
2 

2
 
4.
8
叩

l
訂

52
 

l
 
10
7.
4 

'
3
 
8.
2町

0.
95
 

坦
l
 

47
.1
 
工
場

4
 
6.
95
1 

1.
1
0
 
82
 

4
 
11
7
.9
 

5
 
14
.5
41
 

1.
08
 
15
7 

6
 

担
4

6
 
4.
7
町

1.
10
 
43
 

3
 

52
.4
 

7
 
7.
1
町

1.
14
 

72
 

5
 

】
曲
4

公
岡

8
 
3.
47
6 

1.
06
 

調
4
 
11
2
.1
 

9
 
2.
84
3 

1.
01
 

40
 

1
 
14
0.
6 

10
 
2.
8
皮

1.
23
 

35
 

2
 
12
2.
2 

11
 
1.
78
1 

1.
1
2
 
34
 

2
 
19
0.
9 

12
 
1.
柑
2

1.
18
 

21
 

l咽
7

合
計
国
.0
田
d

71
7戸

(
臼
.
田
2
m
'
)

(6
78
戸
}

平
向
S
.f
r7
'ai
2
 
1.
1
5
 

10
5.
3戸
/
h
.

一(5.
拍
曲
'
)
(1
.1
7)
 

(1
1
3.
3戸
!
h
a
)

」

面
積
(
.
勺

L
'
 
N
 (棟
m
B
n
 (
個
)
N
/
h
a
 
備
考

l
 
1.
20
0 

2.
国

18
 

l
 
14
8.
8 

2
 
3.
田
4

1.
田

23
 

l
 

74
.5
 

3
 
5.
04
5 

1.
54
 

田
3
 
17
6.
4 

」

4
 
14
.4
84
 

1.
03
 
17
2 

8
 
11
8.
7 

5
 
3.
0匝

l
四

17
 

l
 

55
.4
 

6
 
6.
7町

1.
20
 

国
3
 

99
.0
 

7
 
1.
40
6 

l
担

16
 

2
 
11
3.
7 

8
 
2.
7担

1.
1
5
 

幻
l
 
13
5.
3 

9
 
9.
担
3

1.
1
3
 
12
4 

4
 
13
2.
1 

10
 
5.
93
3 

1.
41
 

77
 

l
 
12
9.
7 

11
 
7.
殴
刃

1.
19
 
73
 

6
 

95
.3
 

12
 
15
.9
15
 

1.
1
3
 
18
1 

11
 

11
3.
7 

13
 
2.
2
回

1.
23
 

酒
l
 
12
8.
2 

14
 
6
.1
71
 

l
田

国
3
 
14
2
.6
 

15
 
2.
24
1 

1.
78
 

16
 

2
 

7
1.
3
 
公
園

16
 

羽
6

1.
田

6
 

l
 
19
6.
0 

17
 
8
.1
91
 

1.
40
 

国
E
 
l 曲
8

18
 
却
.1
25

l
田

21
9 

7
 
l曲
8

19
 
9
.7
13
 

l
田

11
1 

3
 
11
4.
2 

'2
0 
22
.5
18
 

0
.9
8 

18
0 

4
 

百
g

学
般

21
 
1.
4岨

1.
47
 

9
 

l
 

63
.9
 

n
 
2.
81
4 

1.
38
 

19
 

1
 

町
S

合
計
15
2
.4
3岨
2

1.
6田
戸

(1
29
.9
16
0'
) 

(1
.
4田
戸
)

平
均
6.
9田
.
'
1.
33
 

1回
8戸
丹
"

(6
.1
86
0勺
(
し
剖
)

(1
1
2.
8
戸
!
h
a
)

{
注
)
(
 
)
は
・
を
除
〈
値

w
 
cコ

(注
)
(
 )
は
時
除
〈
価

凶



5.
対
象
地
区
私
道
を
含
む
道
路
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
別
デ
ー
タ

主
~
且
語
2

で
r
Ë
ヨ
私
遣
を
吉
む
週
j
I
I
に
よ
る
プ
ロ
ッ
ク
デ
ー
タ

面
積
{
悶
'
)
L
・
N
 (
僚
政
}
N
/
h
a
 
備
考

(
1
)
 
3.
国
2

5.
24
 

47
 

l担
8

(
2
 )
 
2.
37
1 

l
σ
7
 

10
 

42
.1
 

3-
1 
4.
06
7 

1.
回

35
 

8
6
.0
 

4-
1 

94
2 

1.
10
 

12
 

12
7.
3 

'
4
-2
 
9.
殴;
s

3
.9
1 

48
 

47
.5
 

工
渇

.
-
3
 
4.
47
0 

2
.0
5
 

56
 

l 笥
2

か
l

国
I

l
回

13
 

19
0.
8 

5-
2
 
3.
σ7
2 

2.
61
 

45
 

14
6.
4 

5-
3 

副
1

1.
0
8
 

8
 

11
0.
9 

5-
' 

国
2

1.
1
3
 

g
 

15
2.
0 

5-
5
 
2.
47
5 

1.
0
3
 

25
 

10
1.
0
 

(
6
)
 
1
.4
11
 

1.
1
8
 

12
 

国
.0

7-
1 
7.
盟
2

4.
1
0
 

曲
10
5
.3
 

8-
1 
1.
町
2

1.
35
 

31
 

18
5.
' 

喝
-
2
9.
8
由

1.
49
 

認
認
E

学
校

9-
1 
2.
国
7

1
田

n
 

10
5
.4
 

9
-
2
 
2.
お
7

1.
03
 

33
 

14
1.
2
 

10
-
1
 
3
.0
臼

1.
76
 
m
 

9
1.
7
 

11
-1
 

相
S

1.
8
2
 

8
 

12
1.
2
 

11
-2
 
4.
咽
4

1.
94
 

31
 

70
.3
 

12
-1
 
3.
85
7 

2
町

担
93
.3
 

12
-2
 
7.
幻
4

5
咽

84
 

11
3.
9 

13
-
1
 
1.
81
9 

1.
21
 

24
 

13
1.
9
 

13
-2
 
2.
∞4
 

1.
却

32
 

l 田
S

1 4
-1
 
3.
21
4 

2.
担

42
 

1担
8

15
-1
 
93
5 

2
.0
8 

14
 

l咽
7

l!ト
2
3.
42
2 

1.
91
 

35
 

10
2
.2
 

18
 
2.
24
8 

1.
1
8
 
m
 

12
4.
5 

17
-1
 
1.
4σ
7 

1.
02
 

11
 

78
.1
 

17
・
2
2.
42
8 

1.
0
8
 

13
 

53
.5
 

事
17
・
3
4.
盟
S

1.
01
 

7
 

16
.3
 

ポ
ン
プ
地

18
-1
 
2.
民;
a

2.
47
 

27
 

10
1.
2
 

(1
9
)
 

お
4

1.
0
5
 

5
 

l咽
.7

{
初
}
1.
73
7 

1.
07
 

16
 

92
.1
 

児
盟
公
悶

(2
1)
 
3
. 田
S

1.
国

お
国
7

合
計
(
 180
82 
.i 
799
6岨姐
2勺

(自
信}

平
問
d:
鵠
:
)
(i
器
}

(
1
g
:瓢
:
}

面
積
(
皿
勺

L
'
 
N
 (様
n
l
N
/
h
a
 
備
考

1-
1 
1.
34
3 

1.
02
 

16
 

11
9.
1 

1-
2 
1.
田
l

3.
33
 

担
l田
8

児
盟
公
閣

1-
3 
3.
74
5 

2.
92
 

相
10
6
.8
 

1-
' 

35
7 

1.
8
3
 

7
 

19
6.
0 

1-
5 

43
1 

l
田

10
 

23
2.
0 

2-
1 
'.I
m 

2.
32
 

52
 

11
2.
8 

*3
-1
 
8
.
0
4
6
 

1.
5
6
 

39
 

48
.4
 

工
喝

4・
1
2.
泊
。

2.
26
 

35
 

15
2.
8 

4-
2 

37
6 

1.
0
6
 

8
 

1田
.5

4-
3 
1.
51
1 

l
曲

18
 

11
9.
1 

4-
4 
1.
77
6 

2
田

23
 

12
9.
5 

5-
1 
3.
認
3

3.
72
 

同
1田
4

5-
2
 
79
4 

0
抽

8
 

l田
.7

5
-
3
 
2.
84
7 

2.
85
 

担
12
6
.4
 

5-
4 

4田
1.
40
 

5
 

1町
9

5-
5
 
2.
1岨

1.
8
2
 

宮
7

12
3.
' 

5-
6
 
2.
田
5

1.
84
 

31
 

11
9.
9 

6-
1
 
1
.1
91
 

1.
0
2
 

16
 

13
4.
3 

6-
2
 
1.
4
飽

1.
8
5
 

13
 

田
g

6-
3
 
1
.5
20
 

l
却

14
 

92
.1
 

7-
1 
4.
田
Z

3
.1
2 

42
 

9
1.
4
 

公
園

7
-
2
 
27
7 

1.
0
5
 

6
 

2
1
6
.
6
 

7
-
3
 

幻
2

1.
1
0
 

10
 

2
国
8

7-
4 

Z盟
1.
1
7
 

3
 

13
1.
5
 

7-
5 

国
1

1.
05
 

11
 

16
1.
5
 

8-
1 
1.
78
3 

2
田

2
3
 

l泊
9

8
・
2

印
6

1.
0
4
 

10
 

19
7.
6 

8
-
3
 
18
5 

1.
27
 

3
 

l回
.1

8
-
4
 

担
3

1.
01
 

3
 

76
.3
 

9-
1 
2.
61
8 

2
.3
1 

40
 

15
2.
7 

10
-1
 
2.
03
1 

1.
31
 

宝
Z

1団
3

10
・
2

58
5 

1.
田

13
 

5
1.
2
 

1
1-
1 
1.
0お

1.
曲

四
19
3.
2 

11
-2
 
E団

1.
11
 

14
 

2
印
O

12
-1
 
1.
21
4 

3
.2
6
 

21
 

17
2.
9 

合
計
(罰
:鵠
;)

(町
ä~

)
平
均
dJ
!担
:}
{i:
ii)
 

(iS
:f
間
:
}

凶 ( 〕 品 臨 明 品 時 同 州 草

{
注
)
(
 )
1
討
を
除
(1
，直

(
注
)
(
 
)
 11
'
を
除
(f
d!

時 W 品 時 時 岬 甘 干 凶 ( ) 凶

歪
墨
田
3
丁
目
私
週
を
古
む
道
路
に
よ
る
プ
ロ
ッ
ク
デ
ー
タ

歪
忌
巨
ヨ
3
T
E
ヨ
私
遣
を
含
む
道
路
に
よ
る
プ
ロ
ッ
ク
デ
ー
タ

面
積
(
園
勺

L
'
 
N
 ((
;1
理主
}
N
/
h
a
 
備
考

1-
1 
5
.1
95
 

2.
85
 

国
11
3.
5 

2-
1 
4
，O
ll
 

1.
55
 

34
 

84
.7
 

児
!
l
公
園

2-
2 
3
，4
50
 

1.
56
 

36
 

10
4.
3 

(
3
 )
 
8
2
6
 

1.
10
 

7
 

84
.7
 

(
4
)
 
1.
01
8 

1.
4
1
 

17
 

l田
.9

5-
1 
2.
06
1 

1.
38
 

27
 

13
1.
0
 

5-
2
 
9
国

2.
63
 

17
 

1岨
.8

5-
3 

氏当
B

1.
32
 

18
 

担
2
.1

(
6
 )
 
2.
34
5 

0.
98
 

却
12
7.
9 

7-
1 

52
5 

1.
05
 

11
 

2由
5

7-
2 

Eお
1.
11
 

14
 

2
回
8

7
-
3
 
3.
血
8

3
σ
7
 

46
 

12
7 
.8
 

(
8
)
 
47
5 

1.
凹

7
 

14
7
.3
 

(
9
)
 
1.
25
1 

0.
94
 

12
 

95
.9
 

(1
0)
 
2.
9
担

1.
04
 

12
 

40
.8
 

(1
1)
 
6
岨

1.
04
 

11
 

1 国
.7

(1
2)
 
1.
74
8 

1.
7
2
 

国
11
4
.'
 

13
-1
 
3.
35
1 

2.
24
 

酒
11
3
.3
 

13
-2
 
S担

1.
1
7
 

10
 

18
6
.5
 

1 3
-
3
 
7
国

1
認

10
 

l却
?

14
・
1
4
.叙
1O

2.
16
 

咽
l∞
o
 

幼
J個

14
-2
 
7笥

l
お

g
 

12
3.
4 

(1
5)
 
4.
44
1 

1.
54
 

剖
76
.5
 

(1
6)
 
5
咽

1.
田

9
 

l臼
2

(1
7)
 
4.
71
9 

l
倒

42
 

国
0

(1
8)
 
1.
53
9 

1.
25
 

19
 

12
3.
' 

(1
9)
 
17
.7
41
 

1.
37
 

21
 

12
0.
6 

(
初
}

認
3

1
岨

3
 

92
.8
 

21
・
1
1.
日
4

1.
20
 

15
 

由
7

21
-2
 
1.
2 坦

1.
39
 

19
 

l 日
9

21
-3
 
6.
必
18

1.
27
 

国
10
4.
8 

ポ
ン
プ
渇

2
1-
4 
3.
曲
l

1.
9
2
 

37
 

95
.0
 

21
-5
 
2.
訂
O

。
由

18
 

75
.9
 

21
-6
 
2.
03
1 

2.
岨

33
 

16
2.
' 

児
童
公
園

21
-7
 
1.
曲
7

1.
41
 

初
18
3.
9 

面
積
{
皿
冨
}
L
・
N
 (掠
:!l
)
N
/
h
a
 
備
今

21
-8
 
2.
27
4 

1.
55
 

お
14
5.
1 

21
-9
 
91
0 

1.
57
 

14
 

l臼
8

2
1-
1
0
 
1.
2田

1.
36
 

16
 

12
6
.4
 

2
1-
1
1
 
10
.α
n
 

1.
8
4
 

国
57
.9
 

泣
-1
6.
町
8

1.
国

49
 

80
.6
 

(2
3)
 
82
2 

1.
22
 

7
 

85
.1
 

2
4-
1 
3.
87
2 

1.
8
5
 

盟
95
.5
 

25
-1
 
27
1 

1
回

5
 

18
4.
5 

25
-2
 
1.
4 却

1.
03
 

17
 

11
8.
9 

25
・
3

8
7
6
 

1.
04
 

14
 

l国
8

2
5 ・
4

87
5 

l
坦

9
 

10
2.
8 

2 6
-
1
 
8.
3担

2.
38
 

田
1曲
5

2 6
-
2
 
白。

1.
0
5
 

9
 

14
0.
6 

宮7
-1
5.
17
2 

3.
95
 

5
6
 

1曲
。
Z

27
-2
 
8
担

1.
57
 

8
 

7
1.
5
 

計
一
3

国
4

1.
05
 

8
 

13
2.
4 

宮
7-
4

国
5

1.
1
7
 

7
 

8
1.
8
 

(
担
)
1.
岨
5

0.
97
 

g
 

84
.0
 

(
包
)

4臼
1.
07
 

5
 

10
7
.7
 

合
計
11
9.
27
1
1ll:
oi' 

1.
2田
戸

平
均
2.
2
(
渇
.
'

1.
5'
 

10
5.
5
戸
/
h
a



主
~
.
'
l
重
量
3

コ
ー
E
ヨ
私
遣
を
吉
む
道
路
に
よ
る
プ
ロ
ッ
ク
デ
ー
タ

主
幸
芝
居
暑
3
コ
ー
E
ヨ
私
選
を
古
む
道
路
に
よ
る
プ
ロ
ッ
ク
デ
ー
タ

凶 o a 時 W 品 明 感 挙

面
積
(m
2
)
L
'
 
N
 (l
照
的
N
/
h
a
 
備
考

(
1
)
 
1，
2由

2
曲

18
 

l咽
.8

(
2
)
 
3
，曲
7

l
国

23
 

74
.5
 

3-
1 
2
，1
49
 

2
咽

49
 

2坦
.0

3-
2 
1，
01
2 

1.
01
 

19
 

18
7.
7 

3-
3
 
1.
31
0 

1.
02
 

21
 

l田
3

4-
1 
1，
曲
2

1.
54
 

9
 

82
.4
 

4-
2 

田
2

1.
28
 

6
 

四
8

4-
3 
9
咽

1.
06
 

10
 

10
5
.3
 

4-
4 
2
，3
86
 

2.
21
 

包
12
1.
5
 

4-
5 
5
，岨
7

4.
28
 

74
 

14
5.
7 

4-
8 
2
，1
田

l
曲

44
 

初
6
.9

5-
1 
2
，9
日

1
曲

17
 

57
.4
 

8-
1
 
3
，却
3

2.
10
 

却
90
.8
 

8-
2
 
31
6 

1.
04
 

7
 
22
1.
5
 

8-
3
 
2
，詑
7

2.
94
 

却
Il
沼
9

7-
1 

担
5

1.
06
 

6
 
15
1.
8
 

7-
2 
9四

1.
06
 

10
 

11
0.
8 

8-
1 
2
，5
28
 

2
回

古
I

14
6
.4
 

9-
1 
3
，1
由

1.
74
 

33
 

10
6.
1 

9-
2 
1，
44
7 

l
泊

泊
20
0.
4 

9-
3 
2
，8
σ7
 

2
.7
6 

49
 

17
4.
5 

9-
4 

82
4 

1.
02
 

13
 

15
7.
7 

10
-1
 
5
，6
75
 

2.
61
 

円
13
5.
6 

11
-1
 

箇
2

1.
15
 

13
 

19
6.
3 

11
-2
 
53
7 

1.
44
 

8
 
1岨
3

11
-3
 
3
，5
22
 

l
田

31
 

曲
。

11
-4
 
41
0 

1.
1
8
 

6
 
14
8
.3
 

11
-5
 

印
1

1.
21
 

8
 

1臼
8

II
・
6

95
5 

1.
85
 

7
 

73
.2
 

12
-1
 
1，
26
1 

し
回

18
 

14
2.
7 

2
1-
2 
1.
01
8 

1.
24
 

15
 

14
7.
3 

12
-3
 
1，
3担

1.
1
0
 

16
 

11
9.
5 

12
-4
 
2
，8
27
 

1.
94
 

担
12
0
.2
 

12
-5
 
74
0 

。
田

10
 

13
5.
1 

12
-6
 
31
4 

1.
05
 

8
 
2臼
.7

面
積
(
阻
勺

L
'
 
N
 (
棟
数
)
N
/
h
a
 
備
考

12
-7
 
39
1 

l
叩

8
 

15
3
.4
 

12
-8
 
4四

1.
01
 

7
 

14
0.
2 

12
-9
 
38
5 

1.
05
 

6
 

15
5
.8
 

12
-1
0 
1.
5胃

2
.1
5 

24
 

15
1.
9
 

12
-1
1 
2
，7
35
 

3.
70
 

訂
13
5
.2
 

13
-1
 
2
，1
90
 

1.
80
 

国
13
2.
4 

14
-1
 

お
2

1.
01
 

7
 

19
8.
8 

14
-2
 
4
，0
26
 

4.
44
 

64
 

I臼
9

14
-3
 
92
0 

1.
62
 

17
 

18
4.
7 

15
ー
l
1.
04
5 

1.
27
 

7
 

曲
g

公
園

15
-2
 
1.
σ7
6 

1.
21
 

9
 

83
.6
 

(1
6)
 
却
6

l
田

6
 

19
6.
0 

17
・
1
2
，訂
8

2
蝿

τ1
 

11
3.
6 

17
-2
 
97
6 

1.
33
 

9
 

92
.2
 

17
-3
 
1
，0
08
 

2.
20
 

19
 

11
8.
1 

17
-4
 

誕
溜

。
田

4
 

l田
.2

17
-5
 
1，
54
7 

2.
56
 

30
 

19
3.
9 

18
-1
 
1，
77
1 

1.
1
0
 

16
 

90
.3
 

18
・
2
3
，0
10
 

2.
86
 

39
 

l泊
.5

18
・
3

31
9 

1.
07
 

5
 

15
8.
7 

18
-4
 
3
，5
田

2.
90
 

47
 

13
1.
7
 

18
-5
 
5
，0
11
 

2
田

国
12
9
.7
 

18
-
6
 
1，
12
8 

l
泊

13
 

11
5.
2 

18
-7
 
2
唱
8

2.
85
 

剖
13
6
.1
 

19
-1
 
2
，咽
6

1.
咽

却
11
6.
1 

19
-2
 
3
，3
00
 

2.
曲

41
 

12
4.
2 

19
-3
 
2
，田
7

2.
回

41
 

15
2.
0 

時
0-
1
16
，田
5

4.
91
 

13
3 

回
0

学
校

20
-2
 
8田

1.
1
0
 

g
 

10
5.
8 

20
-3
 
1，
71
7 

1.
44
 

22
 

12
8.
1 

20
-4
 
1，
0回

1.
24
 

16
 

1田
g

(2
1)
 
1.
4血

1.
47
 

9
 

63
.9
 

(
包
)
2
，8
14
 

1.
36
 

19
 

67
.5
 

合
計
(U
11
47
.Z
75
76
1d
 
E
Z
)
 
d:
顎
員
)

乎
均
{1
I3
J7
75
7h固
2勺
(1
I8
T2
 7}
 

四
6斡
:
(
注
)
(
 )
は
eを
除
〈
値

F
 主~
に

ー一
一一
。、 ~f

 
加 ι'-
' 

叶 田 ¥.J
. 

可
~
~
μ
'
 

口

4
 
、
|

¥こ 、与

，J
~

I 
、
|
毎
惨
|

斗
l

、
、心

~
 
?
 

l
弘
ノ
|

4伶

d
‘;

.~
 
I
 、

・・-
Eh・

4
 

• 
&
 

神主主精荷
主

も
F

CU
〉J
 

|、
司事

、J



7
 .
配
管
経
路
に
よ
る
街
区
デ
ー
タ

主
夜
『
旬
耳
酪
1
丁
目

配
管
経
路
に
よ
る
例
区
デ
ー
タ

~
E
日
3

て
r

l:
:ヨ
配
管
経
路
に
よ
る
街
区
デ
ー
タ

凶 ( ) ∞ 時 閉 品 川 時 州 挙

面
積
(
m
'
)

L
'
 

備
考

l
 

6
，5
40
.8
 

3.
52
 

2
 

1
，9
0
2
.
5
 

1.
31
 

3
 

3
，1
56
.5
 

1.
02
 

4
 
13
目
09
9.
0

1.
58
 

工
2晶

5
 

4
，7
76
.5
 

1.
15
 

8
 

2.
77
4.
4 

1.
0
3
 

7
 
12
，9
52
.4
 

1.
02
 

学
授

8
 

9
，2
82
.3
 

1.
09
 

9
 

1
，8
18
.1
 

1.
18
 

10
 

9
，2
54
.0
 

1.
13
 

11 
4
，3
05
.2
 

1.
02
 

12
 

1
，2
19
.2
 

1.
8
6
 

13
 

4
，0
0
9
.
8
 

1.
09
 

14
 

2
，3
06
.8
 

1.
12
 

15
 

3
，4
68
.0
 

1.
02
 

16
 

5
，3
54
.7
 

1.
04
 

17
 

4
，6
88
.7
 

1.
22
 

18
 

5
，7
55
.5
 

1.
04
 

19
 

7
，3
92
.5
 

1.
13
 

児
虫
公
園

20
 

2
，5
3
0
.
5
 

1.
13
 

21
 

81
8.
1 

1.
01
 

22
 

8
，6
75
.9
 

1.
00
 

23
 

4
，1
14
.8
 

1.
38
 

24
 

2
，8
16
.3
 

1.
13
 

25
 

10
，1
27
.5
 

1.
03
 

ポ
ン
プ
場

合
計

13
2
，9
3
9
.
8
阻
2

3
1.
23
 

平
岡

5
，3
17
.6
図
2

1.
25
 

(
注
)
*
印
は
車
武
s
I
に
よ
り
分
断
さ
れ
.
他
丁
目
に
ま
た
が
る
も
の

t
桂
》
専
印
は
東
武
雄
に
よ
勺
分
断
さ
れ
‘
他
T
自
に
ま
た
が
る
も
の

面
明
(
m
2
)

L
・

備
考

l
 

9
，2
42
.7
 

1.
81
 

2
 

1.
0
5
7
.
4
 

1.
10
 

3
 

4
，7
8
1.
8
 

1.
14
 

4
 

2
，3
9
7
.
0
 

1.
54
 

5
 

4
，1
74
.7
 

1.
24
 

6
 

5
，6
32
.1
 

1.
11
 

7
 

2
，8
06
.2
 

1.
13
 

8
 

3
，0
78
.8
 

1.
63
 

9
 

5
，2
36
.9
 

1.
46
 

10
 

5
，5
8
5
.
7
 

1.
56
 

11
 

6
，8
2
0
.
5
 

1.
03
 

幼
稚
園

12
 

5
，2
39
.1
 

1.
20
 

13
 

8
，4
64
.3
 

1.
28
 

14
 

18
，2
2
8
.
2
 

1.
49
6 

15
 

2
，1
92
.8
 

1.
39
 

16
 

12
，3
94
.。

1.
0
3
 

17
 

7
，0
2
8
.
8
 

1.
12
 

18
 

2
，6
1
1.
4
 

1.
01
 

19
 

8
，5
1
9
.
4
 

1.
29
 

20
 

8
，1
09
.8
 

1.
14
 

'2
1 

18
，5
0
1.
8
 

1.
15
 

児
童
公
燭

'2
2 

32
，2
0
4
.
7
 

2.
21
 

'2
3 

24
，4
00
.4
 

1.
80
 

'2
4 

5
，6
25
.3
 

1.
20
 

合
計

2
0
4
.
3
3
1.
4m
'2 

32
.0
66
 

平
均

8
，5
13
.8
岨
2

1.
34
 

王
子
王
居
届
2
コ
ー
目
配
智
経
路
に
よ
る
街
区
デ
ー
タ

主
f
{
~
3
 T
目

配
管
経
路
に
よ
る
街
区
デ
ー
タ

時 附 品 川 j 哨 岬 挙 凶 〔 ) 喧

面
摂
(
図
'
)

L
'
 

備
考

l
 

2
，3
38
.2
 

1.
11
 

2
 

8
，1
06
.4
 

1.
15
 

rふ、
d‘
 
圃

3
 

8
，2
8
1.
4
 

0.
99
 

4
 

3
，2
22
.0
 

1.
73
 

5
 

4
，5
7
1.
4
 

1.
18
 

6
 

9
，6
77
.5
 

0.
97
 

工
喝

7
 

5
，8
20
.8
 

1.
23
 

8
 

5
，9
9
1.
1
 

1.
27
 

9
 

1
，6
57
.1
 

1.
0
3
 

'1
0 

14
，9
9
1.
3
 

1.
82
 

'1
1 

12
，3
44
.7
 

1.
04
 

'1
2 

13
，2
00
.6
 

1.
30
 

'1
3 

18
，6
05
.6
 

2.
24
 

'1
4 

10
，3
97
.7
 

1.
12
 

合
計

11
9
，2
03
.8
皿
2

18
.1
8 

平
均

8
，5
14
.6
m'
 

1.
30
 

面
積
(
m
勺

L
'
 

備
考

1
 

6
，8
5
2
.
6
 

1.
33
 

2
 
25
，0
17
.3
 

0
.9
9
 

学
校

3
 

11
，1
8
1.
0
 

1.
08
 

4
 

2
，3
19
.0
 

1.
51
 

s
 
4
，4
5
1.
2
 

1.
27
 

6
 

9
，6
10
.0
 

1.
16
 

7
 

4
，7
2
8
.
8
 

1.
79
 

8
 

8
，0
1
0
.3
 

1.
36
 

9
 

4
，2
1
4
.
4
 

1.
59
 

公
聞

10
 

16
，3
22
.7
 

0
.9
9 

11
 

8
，5
8
8
.
8
 

1.
25
 

12
 

12
，6
56
.4
 

1.
17
 

F“
 
、
園

13
 

17
，2
73
.7
 

1.
19
 

14
 

10
，9
0
1.
 7
 

1.
04
 

15
 

2
，7
07
.7
 

1.
19
 

16
 

7
，3
43
.7
 

1.
26
 

17
 

3
，4
38
.9
 

1.
2
4
 

18
 

6
，9
27
.1
 

1.
0
1
 

19
 

2
，0
4
1.
0
 

1.
00
 

却
4
，8
7
3
.
7
 

1.
0
7
 

21
 

10
，7
1
4
.
5
 

1.
0
5
 

合
計

17
8
.2
19
.5
11
1'
 

25
.5
4 

平
均

8
，4
86
.6
回
苫

1.
2
1
 

(
注
)
*
印
は
車
武
線
に
よ
り
分
断
さ
れ
、
他
丁
目
に
ま
た
が
る
も
の

(t
主〉
本
印
は
猟
武
線
に
よ
り
舟
断
さ
れ
、
他
丁
目
に
ま
た
が
る
も
の



310 参考資料 9.年次別火災分布図 参考資科 311 

足立

8.消防活動困難区域現状データ

町名 面積(m2)
半径100m困鐙区減 半径40m図灘区坂

面積(皿2) Z 面積(田2) Z 

~ 

墨田 1丁目 109，778.5日 585.17 0.5 50，871.25 46.3 臨

墨田 2丁目 147，546.25 。 。 69，047.50 46.8 

墨田 3丁目 144，823.50 3，115.32 2.1 68，659.50 47.4 

墨田 4丁目 227，017.00 27，393.70 12.0 
区

129，480.50 57.0 

墨田 5丁目 264，120.00 19，975.40 7.5 165，371. 75 62.6 

東墨田 1丁目 99，312.00 8，145.90 8.2 59，513.50 59.9 

東墨田2丁目 204，231.50 。 。 73，803.25 36.1 

東墨田3丁目 192，143.75 1，820.97 0.9 73，596.25 38.3 

東向島1丁目 137，107.50 。 。 51，157.25 37.3 

東向島2丁目 210，821.25 。 。 91，864.25 43.6 

東向島3丁目 184，788.75 。 。 52，048.25 28.2 

東向島4丁目 184，985.00 1，497.82 0.8 89，307.25 48.3 

東向島5丁目 143，067.00 229.02 0.1 73，370.25 51.3 

東向島6丁目 220，086.75 。 。 71，378.75 32.4 

尽島 1丁目 212，454.00 。 。 73，030.25 34.4 

京島 2丁目 74，799.25 470.77 0.6 31，527.00 42.1 I 
尽島 3丁目 180，741. 00 467.90 0.2 75，400.25 41.7 

文花 1丁目 240，072.25 。 。 77，399.75 32.2 

文花 2丁目 150，137.00 1，097.97 0.7 67，745.75 44.2 

文花 3丁目 81， 142.50 日 。 37，869.25 46.7 

t甲上 3丁目 195，450.50 3，776.17 1.9 86，704.50 44.4 

立花 2丁目 84，782.75 。 。 40，770.00 48.1 

立花 4丁目 183，432.50 日 。 45，322.75 24.5 

立花 5丁目 220，643.25 。 。 75，746.00 34.3 

立花 6丁目 120，610.50 3，627.07 3.0 65，021.25 53.9 

八広 l丁目 167，123.00 3，569.80 2.1 89，789.00 53.7 

八広 2丁目 184，130.25 日 。 49，045.75 26.6 

八広 3丁目 141，538.00 。 。 48，605.75 34.3 

八広 4丁目 181，515.75 2，284.15 1.2 62，394.00 34.4 

八広 5丁目 161，333.50 日 。 68，195.25 42.2 

八広 6丁目 189，045.75 8，319.15 4.4 86，970.00 46.0 

合計 5，241，780.50 86，376.32 1.6 220，100.60 42.0 

品品ー~I(l河 ④
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肱
へ

〈
ア
ン
ケ
ー
ト
E目
先
へ
の
お
剛
い
〉

近
年
ー
都
市
町
高
度
化
と
共
に
.
特
組
が
相
住
ま
い
の
地
峰
が
脚
光
を
総
び
て
品
会
リ
ま
し
た
.

さ
て
fJ
.J
島
町
研
究
濯
で
ほ
ー
よ
り
よ
い
住
宅
づ
〈
り
・
D
i
づ
く
り
に
役
立
た
せ
る
た
め
に
、

か
ね
て
か
ら
住
唄
境
向
上
の
た
め
の
僻
究
H
>
t
け
て
傘
り
ま
し
た
.
そ
し
て
.
こ
の
1s
:
1
'
i
住
鹿

嶋
に

r~
jト
る
傾
究
の
J広
岨
'
U
1
と
し
て
ア
y
ヶ
ー
ト
調
/
H
実
施
さ
せ
て
111
(
こ
と
と
量
し

ま
し
た
.

つ
き
ま
し
て
は
ご
多
忙
中
ま
こ
と
に
恐
縮
で
す
が
.
*
調
査
に
師
凶
カ
III
き
ま
す
よ
う
な

に
ぞ
と
よ
ろ
し
〈
布
断
い
践
し
ま
す
.

律
相
.
調
査
史
的
記
入
内
符
に
つ
き
ま
し
て
は
.
統
計
的
な
処
理
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た
上
で
デ
ー
タ
と
し

て
1品
川
さ
ぜ
て
回
き
ま
す
の
で
.
持
繊
の
個
人
が
~
~
嗣
迷
惑
に
な
る
こ
と
は
決
し
て
ご
ざ
い
ま

せ
ん
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滋
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に
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の

1;
等
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聞
い
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ま
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.
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1
1.1
に
世
勺
て
.
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す
る
寄
り
に
O
を
‘
記
入
相
〈
空
側
}
に
は
内
容
を
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書
き
下
さ
い
.
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I梓
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所
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1
5
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成
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す
.
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ほ
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師
宅
で
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現
在
卓
を
相
1
.
)
.
.
で
す
か
.

1
)
は
い
2
 )
い
い
え

l
)
町
人
ほ
以
下
町
恒
聞
に
咋
え
で
〈
官
者
い
.

2
〕
町
人
は
1
0
)
以
F
同
省
間
l
に
割
l
I
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i
下
さ
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.
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持
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台
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極
駐
車
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民
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初
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現
在
的
駐
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位
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に
仕
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し
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位
置
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よ
り
品
大
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ど
れ
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な
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良
い
で
す
か
.

従
事
分
以
内

問
6
月
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駐
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岨
の
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市
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の
R
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月

門
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な
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4
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(
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.
駐
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す
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せ
下
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前
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1
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2
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2
)
町
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入
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定
の
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次
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昂
答
え
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由
は
何
で
す
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3
 )
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の
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1
 2
.
公
園
地
下
駐
車
場
例

公
園
地
下
を
利
用
し
た
主
な
都
市
計
画
駐
車
場

所
在
地

駐
車
場
名

事
業
主
体
(
管
理
主
体
)

併
周
年
月
台
数
(
台
)
階
/
層
事
業
費

(
昭
和
)

(
百
万
円
)

盛
岡
市
内
丸

岩
手
公
園
地
下
盛
岡
市

46
.1
2 
18
1 
1
/
1
 
34
4 

能
代
市
柳
町

能
代
市
柳
町
公
共
柳
町
商
庖
街
振
興
組
合

53
. 
4
 
61
 
1
/
1
 
14
1.
1
 

沼
田
市
中
町

中
央
地
下

酒
田
市
(
中
巡
り
商
底
街
振
興
会
)

53
.1
2 
10
0 
1
/
1
 
29
2.
1 

千
代
田
区
日
比
谷
公
園
日
比
谷

日
本
道
路
公
団

35
. 
5
 
47
0 
2
/
2
 
1.
04
0 

台
東
区
上
野
公
園

上
野

民
間

42
.1
2 
40
7 
5
/
5
 
62
4
.2
 

富
山
市
本
丸

富
山
城
祉
公
園

富
山
市
(
財
・
富
山
市
施
設
管
理
公
社
)

46
. 
5
 
10
9 
1
/
1
 
26
5 

名
古
屋
市
中
区
金
山
古
沢
公
園

名
古
屋
市
(
財
・
名
古
屋
市
都
市
整
備
公
社
)
47
. 
8
 
24
7 
2
/
2
 
69
5 

阿
崎
市
箆
田
町

第
2
号
館
回
公
園
岡
崎
市

56
. 
4
 
21
0 
2
/
2
 
1.
25
0 

四
日
市
市
諏
訪
栄
町
諏
訪
公
園

四
日
市
諏
訪
西
商
底
街
振
興
組
合

58
. 
5
 
14
2 
1
/
2
 
35
0 

京
都
市
東
山
区
祇
園
町
円

山
京
都
市
(
京
都
市
駐
車
場
公
社
)

46
.
 8
 
13
3 
2
/
4
 
42
9.
8 

神
戸
市
中
央
区
花
隅
町
花

限
神
戸
市

44
. 
4
 
28
0 
3
/
3
 
56
5 

和
歌
山
市
南
桶
屋
町
市
営
本
町

和
歌
山
市
(
和
歌
山
市
都
市
整
備
公
社
)

55
. 
4
 
19
6 
1
/
1
 
76
0 

徳
山
市
代
々
木
通
り
代
々
木
公
園
地
下
徳
山
市
(
協
会
)

5
1.
 
5
 
18
8 
1
/
1
 
90
5 

徳
島
市
藍
場
町

藍
場
町
公
園

徳
島
県
(
徳
島
県
公
社
)

49
. 
8
 
30
0 
1
/
1
 
78
0 

高
松
市
番
町

高
松
中
央
高
松
市

58
. 
4
 
32
1 
1
/
1
 
1.
04
0 

福
岡
市
中
央
区
天
神
第
1
自
動
車

日
本
道
路
公
団

4
1.
 
8
 
23
2 
2
/
2
 
66
7.
2 

久
留
米
市
小
頭
町

小
fiJ
l
町
公
園

久
留
米
市

56
. 
3
 
10
0 
1
/
2
 
55
0 

長
崎
市
魚
の
町

長
崎
市
民
会
館
地
下
長
崎
市
(
市
駐
車
場
管
理
公
社
)

48
.1
2 
19
0 
2
/
2
 
40
8 

(
資
料
)
自
動
11
H
主
車
場
年
報
昭
和
60
年
版
(
建
設
省
都
市
局
都
市
再
開
発
課
監
修
)
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ケ
ー
ス
ス
タ
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消
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水
利

1
 3
.
消
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活
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区
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ケ
ー
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ス
タ
デ
ィ
結
果

消
防
活
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協
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崎
町
現
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(
半
径
回
同
期
合
)

関
f
T
目
別
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水
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f
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，
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名

半
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岡
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回
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凶
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自
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畳
間
1
1
目
31
.2
9
1.
17
 
28
.3
 
23
，9
3
1.
12
 
2
1.
7
 
16
，8
82
.0
2 
15
.3
 

毘
凹
2
丁
目
35
.3
四
.4
0
23
.9
 
11
.
27
7.
05
 
7.
6 
5
，0
45
.4
2 
3.
4 

盟
問
3
丁
目
45
，6
10
.1
2 
3
1.
4
 
18
，7
65
.5
7 
12
.9
 
10
，3
19
.9
5 
7.
1 

塵
f
A
4
丁
目
87
，1
42
.0
7 
お
.3
41
，7
44
.1
0 
18
.3
 
34
，0
07
.4
7 
14
.9
 

毘
則
5
丁
目
12
8.
44
0
.5
7 
47
.8
 
86
，5
30
.9
2 
32
.7
 
61
，1
9
6.
47
 
23
.1
 

JI
i・
墨田
1
丁
目
48
.
担
4
.3
2
46
.7
 
46
，3
94
.3
2 
46
.7
 
41
.4
10
.0
0 
4
1.
6
 

見
I黒
([
1
2
丁
目
38
，2
67
.0
2 
18
.7
 
35
，6
85
.7
0 
17
，4
 
27
.0
50
.0
0 
13
.2
 

班
里
1
f
J
3
丁
目
48
.5
62
回
25
.2
 
36
.4
5
1.
32
 
18
.9
 
21
.6
86
.5
7 
11
.
2
 

車
向
正
，
¥
1
丁
目
27
，0
36
.6
7 
19
.7
 
9.
30
3.
05
 
8.
7 
6
，7
70
.9
0 
4.
9 

車
向
向
2
1
日
54
.7
2
1.
85
 
25
.9
 
拍
.8
拍
52
18
.4
 
20
，7
76
.7
0 
9
.8
 

車
向
島
3
丁
目
22
.1
20
.7
0 
11
.
9
 
17
，1
52
.1
0 
9
.2
 
10
，4
43
.5
7 
5.
6 

車向
.(
，
1
4
1
目
61
，6
64
.1
5
 
33
.3
 
31
，2
62
.1
2 
16
.8
 
11
，4
56
.0
0 
6.
1 

車
1"
1.(
1
5
T
目
51
，4
05
.7
5 
35
.9
 
33
，0
84
.6
5 
23
.1
 
11
，8
29
.0
5 
8
.2
 

車
内
向
6
1
目
37
，1
40
.6
5 
16
.8
 
24
.9
52
.0
0 
11
.
3
 
10
，9
87
.3
2 
4.
9 

!j
(.

~ 
1
丁
目

担
.2
8
1.
87
18
.0
 
35
，1
40
.2
2 
18
.5
 
19
，5
77
.0
5 
9.
2 

五
I
品
2
丁
目
17
，9
80
.7
0 
24
.0
 
3
，6
91
却
4.
9 
3
，6
9
1.
30
 
4.
9 

r.U
¥
 3
丁
目

担
.3
問
団
2
1.
7
 
20
，1
68
.2
2 
11
.
1
 
gφ
20
5.
37
 
5.
0 

文
花
1
丁
目
40
.8
17
.1
0 
17
.0
 
30
.7
96
.3
2 
12
.8
 
24
.3
16
.6
0 
10
.1
 

文
花
2
丁
目
44
，4
85
.7
2 
泊。

37
，4
81
曲
24
.4
 
22
，2
曲
目
14
.5
 

文
花
3
丁
目
20
.7
29
.4
0 
25
.5
 
14
，9
73
.6
7 
18
.4
 
5
，3
34
.2
0 
6.
5 

押
上
3
丁
目
56
，7
63
.9
5 
由。

13
，9
34
.4
5 
7.
1 
6
，0
3
1.
45
 
3.
0 

立
花
2
丁
目
25
.5
1
1.
87
 
30
.0
 
10
，4
26
.3
7 
12
.2
 
3.
50
3
.8
0 
4.
1 

立
花
4
丁
日
15
，1
91
叩
8.
2 
12
，0
84
.3
5 
6
.5
 
8
，3
52
.3
7 
4.
5 

立
1
6
5
r
日
41
，7
曲
目
18
.9
 
35
，7
93
.3
7 
16
.2
 
13
.6
34
.0
5 
6
.1
 

立
花
6
丁
目
51
，3
57
.2
5 
42
.5
 
28
，3
05
.6
2 
23
.4
 
16
，9
86
.4
0 
14
.0
 

八
広
1
丁
目
57
，8
田
97
剖
.6
47
，1
02
.6
7 
28
.1 
20
，3
田
10
12
.1
 

八
広
2
丁
目
22
，2
四
.6
2
12
.0
 
12
，6
3
1.
35
 
6.
8 
5
，3
93
.2
2 
2.
9 

八
広
3
丁
目
22
.4
13
.8
2 
15
.6
 
8.
60
7.
40
 
6.
0 
4
，6
66
.1
5 

日子
八
広
4
T
闘
36
，0
78
.9
3 
19
.8
 
23
，8
87
.4
2 
13
.1
 
5
，3
44
.7
4 

八
広
5
丁
目
調，
54
7.
97
23
.8
 
35
，5
曲
37
22
.0
 
15
，1
36
.6
7 
9.
3 

八
U
、
6
r
 [1 
53
，9
63
.1
7 
担
5
52
.4
32
.6
7 
27
.7
 
23
，7
83
.3
7 
12
.5
 

合
計
1，
33
6
，5
61
.5
6 
25
.4
 
87
8
，4
17
.8
1 
16
.7
 
49
7
，4
4
7.
95
 
9.
4 

町
名

利
用
可
能

.1
'11
11
不
能
新
胤
計
画
備
五時

別
式
住
そ
の
他
合
計

墨
田
l
丁
目
1
 5
 
7
 
2
2
 
3
 
3
 

盟
国
2
丁
目
3
2
 
8
 
4
0
 
1
1
 
2
 

迫
田
3
丁
目
2
0
 
2
 
2
2
 
8
 
2
 

盛
田
4
丁
目
1
9
 
9
 
2
8
 
1
6
 
3
 

墨
田
5
丁
目
2
1
 
5
 
2
6
 
1
2
 
7
 

車
畳
間
1
丁
目
1
3
 
4
 
1
7
 
。

1
 

盟
墨
田
2
丁
目
3
2
 
7
 
3
9
 
l
 
3
 

車
畠
田
3
丁
目
3
3
 
6
 
3
9
 
2
 
3
 

盟
向
島
1
丁
目
2
5
 
5
 
3
0
 
7
 
l
 

車
向
島
2
丁
目
2
7
 
6
 
3
3
 
6
 
6
 

車
向
島
3
丁
目
2
7
 
3
 
3
0
 
i
 
2
 

東
向
島
4
丁
目
1
8
 
6
 
2
4
 
6
 
5
 

車
向
島
5
丁
目
1
3
 
5
 
1
自

5
 
5
 

車
向
島
6
丁
目
3
9
 
4
 
4
3
 
4
 
3
 

京
島
l
丁
目
3
9
 
9
 
4
8
 
3
 
4
 

京
島
2
丁
目
7
 
1
 
8
 
6
 
。

京
島
3
丁
目
3
0
 
7
 
3
7
 
7
 
3
 

文
IE
1
丁
目
4
4
 
1
2
 
5
6
 

3
 

文
花
2
丁
目
1
6
 
7
 
2
3
 
2
 
3
 

文
花
3
丁
目
1
2
 
。
1
2
 
2
 
2
 

押
上
3
丁
目
2
8
 
7
 
3
5
 
1
6
 
2
 

立
花
2
丁
目
7
 
3
 
1
0
 
5
 
2
 

立
花
4
丁
目
3
4
 
1
0
 
4
4
 
4
 
1
 

立
花
5
丁
目
4
0
 
5
 
4
5
 
2
 
5
 

立
花
6
丁
目
1
8
 

l
 
1
9
 
5
 
4
 

八
広
1
丁
目
1
3
 
6
 
1
9
 
4
 
4
 

八
広
2
丁
目
3
8
 
4
 
4
2
 
4
 
3
 

八
広
3
丁
目
2
2
 
3
 
2
5
 
5
 
2
 

八
広
4
丁
目
3
0
 
6
 
3
6
 
5
 
4
 

八
広
5
丁
目
1
9
 
7
 
2
6
 
3
 
5
 

八
広
6
丁
目
2
3
 
4
 
2
7
 

5
 

合
計
7
5
4
 
1
6
9
 
9
2
3
 
1
 5
7
 
9
8
 

平
均
2
4
.
 3
 
5
.
 
4
 
2
9
.
 7
 
5
.
 
0
 
3
.
 
1
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